
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

巻 末 資 料 
 

 

 

 

 

 

 

  

37



38



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１. 深層崩壊研究会 委員名簿・開催実績 
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深層崩壊研究会 委員名簿 
 

【学識経験者】 

藤田 正治 京都大学 防災研究所 教授 

 ※奈良県県土マネジメント部技術ドクター 

松村 和樹 京都府立大学大学院 生命環境科学研究科 教授 

山田 孝 三重大学大学院 生物資源学研究科 教授 

小杉 賢一朗 京都大学大学院 農学研究科 准教授 

石塚 忠範 独立行政法人土木研究所 つくば中央研究所土砂管理研究

グループ 上席研究員 

 

【国土交通省】 

蒲原 潤一 国土交通省 国土技術政策総合研究所 土砂災害研究部 

砂防研究室長 

岡本 敦 国土交通省 水管理・国土保全局 砂防部 砂防計画課 地

震・火山砂防室長 

 前・国土交通省 国土技術政策総合研究所 危機管理技術研

究センター 砂防研究室長 

山口 真司 前・国土交通省 水管理・国土保全局 砂防部 砂防計画課 

地震・火山砂防室長 

藤村 正純 国土交通省 近畿地方整備局 河川部 地域河川調整官 

岡山 公雄 前・国土交通省 近畿地方整備局 河川部 地域河川調整官 

桜井 亘 国土交通省 近畿地方整備局 紀伊山地砂防事務所長 

 

【奈良県】 

永田 雅一 奈良県 県土マネジメント部 深層崩壊対策室長 

 

【事務局】 

奈良県 県土マネジメント部 深層崩壊対策室 
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深層崩壊研究会 開催実績

年度 開催 年月日 主な議題

平成23年度 第1回 H24.2.9

深層崩壊研究会設立会議
1.深層崩壊研究会規約について
2.研究会の主な研究項目について
3.研究会の進め方について

平成24年度 第2回 H24.8.30
1.近畿地方整備局からの報告（含；研究中の成果報告）
2.奈良県からの報告

第3回 H24.12.18

1.これまでの研究成果の公表について
2.国土交通省からの調査結果報告
3.深層崩壊マップ（奈良県版）の作成について
4.今後の調査について
5.その他

第4回 H25.1.24

1.深層崩壊メカニズムの解説資料について
2.深層崩壊メカニズム解明に向けたこれまでの取り組み状況
3.国土交通省からの調査結果報告
4.深層崩壊マップについて
5.崩壊地周辺の水質調査の報告

平成25年度 第5回 H25.4.16 17 現地検討会

第6回 H25.6.4

1.深層崩壊のメカニズム解明に関する調査結果報告
2.深層崩壊の危険性の高い斜面の抽出
3.深層崩壊マップ（奈良県版）の作成について
4.深層崩壊のメカニズム解明に関する現状報告（平成25年6月版）

第7回 H25.11.24 現地視察

第8回 H26.1.21
1.深層崩壊マップ（奈良県版）について
2.深層崩壊の調査結果・分析に関する報告

平成26年度 第9回 H26.5.20
1.奈良県深層崩壊マップについて
2.大規模土砂災害アーカイブについて
3.深層崩壊の調査結果・分析に関する報告

第10回
H26.7.18
H26.8.6
H26.8.8

1.奈良県深層崩壊マップに関する資料類について
2.平成27年度以降に取り組むべき課題について

－
H26.11.25 
28

国際シンポジウム「インタープリベント２０１４」開催

第11回 H26.12.18

1.これまでの検討経緯と今後のスケジュール
2.深層崩壊に関する調査報告
3.３年間の活動のとりまとめについて
4.土砂災害地域防災マップづくりについて
5.今後の方向性について

第12回 H27.1.21 とりまとめ報告
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２.大規模土砂災害監視・警戒・避難システム検討会 

 

参加者名簿・開催実績 
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大規模土砂災害 監視・警戒・避難システム検討会 
参加者名簿 

 

【学識経験者】 

藤田 正治 京都大学 防災研究所 教授 

 ※奈良県県土マネジメント部技術ドクター 

石塚 忠範 独立行政法人土木研究所 つくば中央研究所土砂管理研究グ

ループ 上席研究員 

 

【国土交通省】 

蒲原 潤一 国土交通省 国土技術政策総合研究所 土砂災害研究部 

砂防研究室長 

岡本 敦 国土交通省 水管理・国土保全局 砂防部 砂防計画課 地

震・火山砂防室長 

 前・国土交通省 国土技術政策総合研究所 危機管理技術研

究センター 砂防研究室長 

山口 真司 前・国土交通省 水管理・国土保全局 砂防部 砂防計画課 

地震・火山砂防室長 

藤村 正純 国土交通省 近畿地方整備局 河川部 地域河川調整官 

岡山 公雄 前・国土交通省 近畿地方整備局 河川部 地域河川調整官 

中村 則之 前・国土交通省 近畿地方整備局 河川部 広域水管理管 

桜井 亘 国土交通省 近畿地方整備局 紀伊山地砂防事務所長 

熊原 義正 気象庁 大阪管区気象台 危機管理調整官 

渡部 俊夫 前・気象庁 大阪管区気象台 気象防災情報調整官 

辻 晶夫 気象庁 奈良地方気象台 防災管理官 

濱田 卓二 前・気象庁 奈良地方気象台 防災管理官 

濱岡 一昭 前・気象庁 奈良地方気象台 防災業務課長 

 

【自治体】 

井戸坂 威 三重県 県土整備部 防災砂防課長 

満仲 朗夫 前・三重県 県土整備部 河川・砂防課長 

綱川 浩章 前・三重県 県土整備部 河川・砂防課副参事 
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千東 圭央 和歌山県 県土整備部河川・下水道局 砂防課長 

藤山 知之 前・和歌山県 県土整備部河川・下水道局 砂防課長 

加藤 恒太郞 奈良県 県土マネジメント部 部長 

大庭 孝之 前・奈良県 県土マネジメント部 部長 

高木 朗 奈良県 県土マネジメント部 道路管理課長 

水本 雅章 前・奈良県 土木部 道路管理課長 

平岡 伸之 奈良県 県土マネジメント部 河川課長 

金剛 一智 前・奈良県 土木部 河川課長 

大熨 隆信 前・奈良県 土木部 河川課長 

福嶋 俊和 奈良県 県土マネジメント部 砂防課長 

水本 正之 前・奈良県 土木部 砂防課長 

永田 雅一 奈良県 県土マネジメント部 深層崩壊対策室長 

中澤 修 奈良県 総務部知事公室 次長（防災担当） 

松山 仁志 前・奈良県 総務部知事公室 防災統括室長 

 

浦林 裕 五條市 危機統括室 危機管理課長 

山本 修二 前・五條市 総務部 危機管理課長 

森田 治秀 天川村 総務課長 

西村 雅彦 前・天川村 総務課長 

市橋 寿人 野迫川村 総務課長 

西田 伊作 前・野迫川村 総務課長 

東 武 十津川村 総務課長 

 

【事務局】 

奈良県 県土マネジメント部 深層崩壊対策室 
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大規模土砂災害 監視・警戒・避難システム検討会 開催実績

年度 開催 年月日 主な議題
平成23年度 第1回 H23.12.15 ■検討体制を確立

第2回 H24.2.9 ■深層崩壊セミナー開催

平成24年度 第3回 H24.4.17 ■発災時の詳細状況の調査報告 公表

第4回 H24.6.13 ■出水期の取り組み（中間とりまとめ）公表

第5回 H24.12.25 ■出水期の対応に関する状況分析

第6回 H25.2.5
■深層崩壊メカニズム公表
■モデル地区の検討着手

平成25年度 第7回 H25.6.11
■深層崩壊メカニズム更新
■モデル地区検討の報告
■出水期の取り組み公表

第8回 H25.11.22  ■深層崩壊セミナー開催（国際防災学会プレイベント）

第9回 H26.2.13
■総合的な防災システムのとりまとめ方針の検討
■出水期の対応に関する状況分析

平成26年度 第10回 H26.6.12

■深層崩壊マップ（案）、解説資料（案）の提示
■ガイドライン（案）、事例集（案）の提示
■アーカイブの取りまとめ方針（案）の提示
■「出水期の取り組み」の提示

第11回 H26.8.27

■「奈良県深層崩壊マップ」、「奈良県深層崩壊マップの解説」の提示
■土砂災害地域防災マップづくり
 ガイドライン（案）、事例集（案）の作成状況報告
■防災教育ツール（案）の提示

H26.11.24 ■防災セミナー開催

H26.12.25

■土砂災害地域防災マップづくり
 ガイドライン（案）、事例集（案）の提示
■3年間の活動のとりまとめ（案）の提示
■今後の取り組みについて

第13回 H27.2.6
■土砂災害地域防災マップづくり ガイドライン、事例集の提示
■3年間の活動のとりまとめ報告

第12回
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３. 紀伊半島大水害の概要 
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被害の概要  

平成 23年 8月 30日～9月 5日にかけて、台風第 12号が日本列島を縦断しました。台
風は大型でゆっくりとした動きであったため、長時間にわたって、台風周辺の湿った空

気が紀伊半島に流れ込み、奈良県南部地域の山沿いを中心に数百年に一度の記録的な大

雨になりました。この大雨により、奈良県南部地域の広い範囲で“深層崩壊”と呼ばれ

る大規模な斜面崩壊が多発し、人的被害（死者 14名、行方不明者 10名）、家屋被害（全
壊 49棟、半壊 71棟）等の甚大な被害を引き起こし、その後の復旧・復興にも大きな影
響を与えました（写真 1～写真 4参照）。 
本災害の名称である“紀伊半島大水害”は、平成 23 年 10 月 31 日に開催された「台

風 12 号による紀伊半島南部の災害の復旧・復興に関する国・三県合同対策会議」にお
いて命名されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国道 168号 

市道 

国道 425号 

国道 168号 

国道 168号 

おりたち 

写真 4 十津川村折立地区 

河川の増水により、折立橋の一部が流され、落

橋し、道路が寸断されました。 

ながとの 

写真 2 十津川村長殿地区 

崩壊に伴う土砂が、建物などを押し流すとともに、

道路上に多量に堆積し、道路が寸断されました。 

おおとうちょうつじどう 

写真 1 五條市大塔町辻堂地区 

崩壊に伴う土砂が、道路を押し流し、道路

が寸断されました。 

しげさと 

写真 3 十津川村重里地区 

土石流が道路上に多量に堆積し、道路が寸

断されました。 
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降雨の概要  

台風第 12 号による降り始めからの総降水量は、奈良県南部を中心に広い範囲で
1,000mmを越え、気象庁上北山地域気象観測所（上北山村）では、降り始めの 8 月 30 日
18 時から 9月 4 日 24 時までの総雨量が、1,808.5mmに達しました（図 1、図 2参照）。
これは奈良市の平均年間降水量 1,316mmの 1.37倍が 5日間で降ったことになります。 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 解析雨量による総降水量分布図 
（平成 23年 8月 30日 17時～9月 6日 24 時） 

図 2 降水量時系列図 
（アメダス 平成 23 年 8月 30 日～9月 4日） 
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４. 深層崩壊カルテ 

 

 総合編 
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深層崩壊カルテについて 
平成 23年台風第 12号による紀伊半島大水害では、深層崩壊などの大規模土砂災害が

多発し、奈良県南部を中心に甚大な被害が発生しました。これを受け、奈良県（県土マ

ネジメント部 深層崩壊対策室）では深層崩壊の発生に関する実態把握を目的として、
県内の深層崩壊地を中心に様々な調査を行いました。 
深層崩壊カルテは、これらの調査結果の散逸を防ぐことを目的にとりまとめました。 

 

（1）作成箇所 

深層崩壊カルテは、紀伊半島大水害における深層崩壊 54 箇所、深層崩壊以外で河
道閉塞が発生した崩壊 6箇所、十津川大水害（明治 22年（1889年））において河道閉
塞による湛水池を形成した深層崩壊 28箇所の計 88箇所を対象に作成しました。 
（個別箇所のリストは表 4～6、位置図は図 2～6参照） 

表 1 深層崩壊カルテ作成箇所 

調査箇所 箇所数 抽出条件 

紀伊半島大水害における深層崩壊 54箇所 
平成 23年台風第 12号により発生した新規崩壊
で、崩壊面積 10,000m2 以上かつ推定崩壊深
10m以上の崩壊 

紀伊半島大水害において深層崩壊
以外で河道閉塞が発生した崩壊 6箇所 平成 23年台風第 12号により発生した深層崩壊

以外の崩壊で、河道閉塞が発生した崩壊 

十津川大水害において河道閉塞に
よる湛水池を形成した深層崩壊 28箇所 

明治期の旧版地形図を用いて崩壊地判読を行
い、吉野郡水災誌（明治 24 年）などの文献等
と照合し、深層崩壊の抽出条件を満たす崩壊を
特定 

計 88箇所 － 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

作成箇所数 88 箇所 

● 紀伊半島大水害における深層崩壊 

（54 箇所） 

● 紀伊半島大水害において深層崩壊 

以外で河道閉塞が発生した崩壊 

（6 箇所） 

● 十津川大水害において河道閉塞による 

湛水池を形成した深層崩壊 

（28 箇所） 

図 1 深層崩壊カルテ作成箇所 

国土地理院の数値地図 200000（地図画像）
『和歌山、田辺、伊勢、木本』を掲載 
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（２）調査概要 

奈良県が実施した各種調査の概要を以下に示します。 

■ 調査時期 

地形調査、地表踏査、水質調査※等を平成 24年、25年に実施しました。聞き取り
調査は平成 23年 11月～平成 24年 2月に実施しました。 
※一部平成 26年に継続調査を実施 

■ 調査方法 

調査方法の概要を下表に示しました。 

表 2 調査方法の概要（1） 

調査名称 調査の様子等 調査概要 

降雨調査 

（降雨諸量） 

 

 

 

 

 

 

 

雨量観測データ（気象庁、国土交通省、

奈良県、独立行政法人水資源機構の各

観測所の時間雨量（H23.8.30～9.4））

及び解析雨量（気象庁、1km メッシュ

H23.8.30～9.4）を収集し、深層崩壊地

ごとにハイエトグラフ（降雨時系列）
※を作成 

※崩壊地近傍の雨量観測所の時間雨

量、崩壊地を含む 1km メッシュの解析

雨量（1時間ごと） 

地形調査 

（崩壊諸元、河道

閉塞諸元など） 

 

 

 

 

 

 

 

崩壊後に撮影された航空写真等を用い

て地形を判読し、崩壊諸元を計測 

また、崩壊前の航空写真を用いて、既

往研究において深層崩壊と結びつき

が強いとされる“重力変形により形成

された微地形”に着目し地形判読を実

施し、判読図を作成 

地表踏査 

（地形・微地形）

 

 

 

 

 

崩壊地内や周辺において、調査員が地

表面の形状（微地形の有無やその規模

など）を観察 

 
 

雨量計 解析雨量(ﾒｯｼｭ)

大塔観測所
（五條市役所大塔支所）

51351557

989mm 1031.6mm

(9/1  0:00～9/4  2:00) (8/31  13:00～9/4  24:00)

36mm 31mm

(9/3  23:00～9/3  24:00) (9/3  16:00～9/3  17:00)

観測所

連続雨量

最大時間雨量
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表 3 調査方法の概要（2） 

調査名称 調査の様子等 調査概要 

地表踏査 

（地質） 

 

 

 

 

 

崩壊地内や周辺の露岩箇所等におい

て、調査員が地質の状況（岩相、構

造、風化度等）を観察 

地表踏査 

（植生） 

 

 

 

 

 

崩壊地周辺において、調査員が植生

（種類、幹直径、樹高等）を観察 

水質調査 

 

 

 

 

 

 

崩壊地内や崩壊地周辺の湧水や沢水

について、調査員が水質調査（電気

伝導度、ｐＨ、水温、流量等の計測）

を実施 

また、数箇所において、複数回の継

続調査を実施 

崩壊発生時刻の 

調査 

（聞き取り調査）

 

 

 

 

 

 

深層崩壊がどのような降雨状況で発

生したのかを把握するために、調査

員が地区の代表者や行政担当者等に

聞き取りを実施 

被害・避難実態 

調査 

（聞き取り調査）

 

 

 

 

 

 

 

崩壊や地すべり等の人的被害・家屋

被害等を受け、地域住民等の目撃情

報などが得られる箇所について、地

区の代表者や行政担当者等への聞き

取りを実施 
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（３）深層崩壊カルテの構成 

深層崩壊カルテは、調査編、被害・避難編、総合編の３種類のカルテにより構成

されています。 
 

 調 査 編  

調査編は降雨調査・地形調査・地表踏査・水質調査などの各種調査成果をも

とに、崩壊時の降雨状況、崩壊諸元、地形・地質的特徴などをカルテ形式でと

りまとめました。調査編は対象箇所の全て（88箇所）で作成しました。 
なお、調査編は奈良県が作成した報告書：『平成２３年紀伊半島大水害 大規

模土砂災害に関する調査・研究報告』に付属する DVDに『紀伊半島大水害大規
模土砂災害アーカイブ』として記録・保存されており、奈良県立図書情報館で

閲覧することができます。また、調査編の概要版を奈良県ホームページ（砂防

課・深層崩壊対策室）で公開しています。 
 

 被害・避難編 

被害・避難編は聞き取り調査・降雨調査などをもとに、深層崩壊等に伴う被

害、住民の避難実態などをカルテ形式でとりまとめました。被害・避難編は地

域住民等の目撃情報などが得られた 20箇所で作成しました。 
なお、被害・避難編は奈良県が作成した報告書：『平成２３年紀伊半島大水害 

大規模土砂災害に関する調査・研究報告』に付属する DVDに『紀伊半島大水害
大規模土砂災害アーカイブ』として記録・保存されており、奈良県立図書情報

館で閲覧することができるほか、奈良県ホームページ（砂防課・深層崩壊対策

室）で公開しています。 
 

 総 合 編 

 総合編は今後の警戒・避難に資することを目的に、“調査編”及び“被害・避

難編”をもとに、崩壊・被災の観点から調査成果をとりまとめました。総合編

は、人的被害・家屋被害等の甚大な被害を引き起こした崩壊、土砂災害防止法

による緊急調査対象となった崩壊等を対象に 14箇所で作成しました（近接する
崩壊地をまとめて 12地区に集約）。 
 なお、総合編は奈良県が作成した報告書：『平成２３年紀伊半島大水害 大規
模土砂災害に関する調査・研究報告』の巻末資料に記載されているほか、付属

する DVDに『紀伊半島大水害大規模土砂災害アーカイブ』として記録・保存さ
れており、奈良県立図書情報館で閲覧することができるほか、奈良県ホームペ

ージ（砂防課・深層崩壊対策室）で公開しています。 
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表 4 深層崩壊カルテ 個別箇所リスト（1） 

① 紀伊半島大水害における深層崩壊 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市・郡 町・村 大字 地区名
○：有
－：無

○：有
－：無

○：有
－：無

1 五條市 - 大塔町中原 中原 ○ - -
2 五條市 - 大塔町辻堂 柳谷川 ○ ○ ○
3 五條市 - 大塔町清水 清水（宇井） ○ ○ ○
4 五條市 - 大塔町赤谷 川原樋 ○ ○ -
5 五條市 - 大塔町赤谷 赤谷 ○ ○ ○
6 宇陀郡 御杖村 神末 神末 ○ - -
7 吉野郡 黒滝村 中戸 赤滝B（柏原谷） ○ ○ -
8 吉野郡 黒滝村 赤滝 赤滝A ○ ○ -
9 吉野郡 黒滝村 赤滝 赤滝C ○ ○ ○
10 吉野郡 天川村 南日裏 芦瀬 ○ ○ -
11 吉野郡 天川村 坪内 坪内谷 ○ ○ -
12 吉野郡 天川村 坪内 冷水 ○ ○ ○
13 吉野郡 天川村 栃尾 栃尾 ○ - -
14 吉野郡 野迫川村 北股 北股A（岩谷） ○ ○ ○
15 吉野郡 野迫川村 北股 北股B ○ - -
16 吉野郡 野迫川村 北股 北股C ○ - -
17 吉野郡 野迫川村 檜股 桧股 ○ - -
18 吉野郡 野迫川村 北今西 北今西 ○ - -
19 吉野郡 十津川村 長殿 長殿谷 ○ ○ ○
20 吉野郡 十津川村 宇宮原、旭 濁谷 ○ ○ ○
21 吉野郡 十津川村 宇宮原 大崩れ ○ ○ ○
22 吉野郡 十津川村 谷瀬 谷瀬 ○ - -
23 吉野郡 十津川村 旭 旭A ○ - -
24 吉野郡 十津川村 旭 旭B ○ - -
25 吉野郡 十津川村 高津 高津 ○ - -
26 吉野郡 十津川村 内原 栗平 ○ ○ ○
27 吉野郡 十津川村 杉清 杉清A ○ - -
28 吉野郡 十津川村 山天 山天 ○ - -
29 吉野郡 十津川村 杉清 杉清C ○ - -
30 吉野郡 十津川村 杉清 杉清B ○ - -
31 吉野郡 十津川村 内野 川津A ○ - -
32 吉野郡 十津川村 内野 川津B ○ - -
33 吉野郡 十津川村 風屋 川津C ○ - -
34 吉野郡 十津川村 野尻 野尻 ○ ○ ○
35 吉野郡 十津川村 三浦 三浦 ○ - -
36 吉野郡 十津川村 山崎 山崎A ○ - -
37 吉野郡 十津川村 山崎 山崎B ○ - -
38 吉野郡 十津川村 今西 今西 ○ - -
39 吉野郡 十津川村 五百瀬 五百瀬A ○ - -
40 吉野郡 十津川村 五百瀬 五百瀬B ○ - -
41 吉野郡 十津川村 五百瀬 五百瀬C ○ - -
42 吉野郡 十津川村 高滝 高滝A ○ - -
43 吉野郡 十津川村 高滝 高滝B ○ - -
44 吉野郡 十津川村 折立 折立 ○ - -
45 吉野郡 十津川村 上湯川 上湯川A ○ - -
46 吉野郡 十津川村 上湯川 上湯川B ○ - -
47 吉野郡 十津川村 桑畑 桑畑 ○ - -
48 吉野郡 十津川村 七色 七色 ○ - -
49 吉野郡 上北山村 白川 白川B ○ - -
50 吉野郡 上北山村 白川 白川A ○ - -
51 吉野郡 上北山村 小橡 小橡 ○ - -
52 吉野郡 川上村 迫 迫 ○ ○ ○
53 吉野郡 川上村 高原 高原 ○ - -
54 吉野郡 東吉野村 麦谷 麦谷 ○ ○ -

崩壊諸元 深層崩壊カルテ

ID番号
所在地

調査編 被害・避難編 総合編
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表 5 深層崩壊カルテ 個別箇所リスト（2） 

②紀伊半島大水害において深層崩壊以外で河道閉塞が発生した崩壊 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 6 深層崩壊カルテ 個別箇所リスト（3） 

③十津川大水害において河道閉塞による湛水池を形成した深層崩壊 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

市・郡 町・村 大字 地区名
○：有
－：無

○：有
－：無

○：有
－：無

G1 五條市 - 大塔町辻堂 鍛冶屋谷川 ○ ○ ○
G2 宇陀郡 御杖村 土屋原 長山谷 ○ - -
G3 吉野郡 天川村 北角 北角 ○ - -
G4 吉野郡 野迫川村 檜股 檜股 ○ - -
G5 吉野郡 野迫川村 北股 北股 ○ - -
G6 吉野郡 東吉野村 伊豆尾 伊豆尾 ○ - -

崩壊諸元 深層崩壊カルテ

ID番号
所在地

調査編 被害・避難編 総合編

市・郡 町・村 大字 地区名
○：有
－：無

○：有
－：無

○：有
－：無

M1 吉野郡 天川村 塩野 塩野新湖 ○ - -
M2 五條市 - 大塔町辻堂 辻堂新湖 ○ - -
M3 五條市 - 大塔町宇井 宇井新湖 ○ - -
M4 吉野郡 十津川村 長殿 牛の鼻新湖 ○ - -
M5 吉野郡 野迫川村 中津川 立里新湖 ○ - -
M6 五條市 - 大塔町清水 河原樋新湖 ○ - -
M7 吉野郡 十津川村 長殿 長殿新湖 ○ - -
M8 吉野郡 十津川村 旭 旭新湖 ○ - -
M9 吉野郡 十津川村 高津 林新湖 ○ - -
M10 吉野郡 十津川村 川津 川津新湖 ○ - -
M11 吉野郡 十津川村 五百瀬 杉清新湖 ○ - -
M12 吉野郡 十津川村 五百瀬 五百瀬新湖 ○ - -
M13 吉野郡 十津川村 内野 内野新湖 ○ - -
M14 吉野郡 十津川村 山天 山天新湖 ○ - -
M15 吉野郡 十津川村 風屋 野広瀬新湖 ○ - -
M16 吉野郡 十津川村 風屋 風屋新湖 ○ - -
M17 吉野郡 十津川村 野尻 野尻新湖 ○ - -
M18 吉野郡 十津川村 小原 小原新湖 ○ - -
M19 吉野郡 十津川村 小川 小川新湖 ○ - -
M20 吉野郡 十津川村 山手 山手新湖 ○ - -
M21 吉野郡 十津川村 山手 柏渓新湖 ○ - -
M22 吉野郡 十津川村 上湯川 無名新湖 ○ - -
M23 吉野郡 十津川村 今西 突合新湖 ○ - -
M24 吉野郡 十津川村 玉垣内 桂釜新湖 ○ - -
M25 吉野郡 十津川村 永井 久保谷新湖 ○ - -
M26 吉野郡 十津川村 重里 大畑瀞 ○ ○ ○
M27 吉野郡 十津川村 重里 重里新湖 ○ - -
M28 吉野郡 十津川村 山手 西ノ陰地新湖 ○ - -

崩壊諸元 深層崩壊カルテ

ID番号
所在地

調査編 被害・避難編 総合編
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紀
伊
半
島
大
水
害
お
け
る
深
層
崩
壊
に
伴
う
課
題
 

 

崩
壊
後
の
崩
壊
地

の
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
 

 
『
深
層
崩
壊
カ
ル
テ
 
総
合
編
』
 
に
つ
い
て

■
 『
深
層
崩
壊
カ
ル
テ
 総
合
編
』
と
は
 

○
概
要
 

今
後
の
警
戒
・避
難
に
資
す
る
観
点
か
ら
、
紀
伊
半
島
大
水
害
に
お
い
て
人
的
被
害
・家
屋
被
害
等
の
甚
大
な
被
害
を
引
き
起
こ
し

た
崩
壊
、
土
砂
災
害
防
止
法
に
よ
る
緊
急
調
査
対
象
と
な
っ
た
崩
壊
等
を
対
象
に
、
14
崩
壊
地
を
抽
出
（1
2
地
区
に
集
約
し
て
整
理
）

し
、
各
崩
壊
地
の
カ
ル
テ
“調
査
編
”及
び
“被
害
・避
難
編
”等
を
も
と
に
、
崩
壊
・被
災
の
観
点
か
ら
調
査
成
果
を
と
り
ま
と
め
た
も
の

で
す
。
 

○
調
査
時
期
 

崩
壊
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
被
災
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
記
述
は
、
深
層
崩
壊
カ
ル
テ
“調
査
編
”及
び
“被
害
・避
難
編
”の
作
成
時
期
（主

に
平
成
24
年
、
25
年
）に
準
じ
ま
す
。
 

崩
壊
後
の
状
況
に
関
し
て
は
、
平
成
26
年
12
月
時
点
ま
で
の
状
況
を
記
載
し
て
い
ま
す
。
 

深
層
崩
壊
は
ど
う
い
っ
た

と
こ
ろ
で
発
生
す
る
の
か
 

な
ぜ
対
岸
の
集
落
が
 

被
災
し
た
の
か
 

な
ぜ
深
層
崩
壊
が

発
生
し
た
の
か
 

河
道
を
閉
塞
し
た
土

砂
の
状
況
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
 

他
の
地
域
で
も
深

層
崩
壊
が
発
生

す
る
可
能
性
は
あ

る
の
か
 

天
然
ダ
ム
に
よ
る
影

響
範
囲
は
ど
の
程

度
か
 

紀
伊
半
島
大
水
害
に
お
け
る
深
層
崩
壊
な
ど
 

 

抽
出
し
た
14
崩
壊
地
（
12
地
区
に
集
約
し
て
整
理
）
 

【
崩
土
の
直
撃
に
よ
る
被
災
】
 

 
①
五
條
市
大
塔
町
清
水
地
区
（
清
水
（
宇
井
））
 

 
②
十
津
川
村
長
殿
地
区
（
濁
谷
・
大
崩
れ
）
 

③
川
上
村
迫
地
区
（
迫
）
 

【
土
石
流
に
よ
る
被
災
】
 

 
④
五
條
市
大
塔
町
辻
堂
地
区
 

（
柳
谷
川
・
鍛
冶
屋
谷
川
）
 

 
⑤
黒
滝
村
赤
滝
地
区
（
赤
滝
Ｃ
）
 

 
⑥
十
津
川
村
野
尻
地
区
（
野
尻
）
 

【
河
道
閉
塞
に
よ
る
被
災
】
 

 
⑦
五
條
市
大
塔
町
赤
谷
地
区
（
赤
谷
）
※
 

 
⑧
天
川
村
坪
内
地
区
（
冷
水
）
 

⑨
野
迫
川
村
北
股
地
区
（
北
股
A：
岩
谷
）
※
 

⑩
十
津
川
村
長
殿
地
区
（
長
殿
谷
）
※
 

⑪
十
津
川
村
内
原
地
区
（
栗
平
）
※
 

⑫
十
津
川
村
重
里
地
区
（
大
畑
瀞
）
 
 
 
 
 
※
土
砂
災
害
防
止
法
に
よ
る
緊
急
調
査
対
象
箇
所
 

今
後
の
警
戒
・
避
難
に
資
す
る
観
点
か
ら
、
甚
大
な
被
害
を

引
き
起
こ
し
た
崩
壊
、
土
砂
災
害
防
止
法
に
よ
る
緊
急
調
査

の
対
象
と
な
っ
た
崩
壊
を
抽
出
 

カ
ル
テ
形
式
で
整
理
、
次
の
観
点
か
ら
分
析
 

 
崩
壊
メ
カ
ニ
ズ
ム
・
被
災
メ
カ
ニ
ズ
ム
・
崩
壊
後
の
状
況
 

⇒
 警
戒
・
避
難
に
資
す
る
教
訓
を
抽
出
 

ど
の
よ
う
な
避
難
行
動

が
行
わ
れ
た
の
か
 

深
層
崩
壊
で
生
じ
た
土
石
等
の
 

流
下
機
構
・
形
態
に
よ
る
分
類
 

出
典
）
深
層
崩
壊
に
対
す
る
国
土
交
通
省
の
取
り
組
み
 

平
成
24
年
11
月
,国
土
交
通
省
水
管
理
・
国
土
保
全
局
砂
防
部
 

一
部
加
筆
 

62



                  

深
層
崩
壊
カ
ル
テ
　
総
合
編

被
災
形
態

作
成
箇
所

崩
壊
地
番
号

①
五
條
市
大
塔
町
清
水
地
区
（
清
水
（
宇
井
）
）

3

②
十
津
川
村
長
殿
地
区
（濁
谷
・
大
崩
れ
）

2
0
・
2
1

③
川
上
村
迫
地
区
（
迫
）

5
2

④
五
條
市
大
塔
町
辻
堂
地
区
（
柳
谷
川
・鍛
冶
屋
谷
川
）
2
・
G
1

⑤
黒
滝
村
赤
滝
地
区
（
赤
滝
Ｃ
）

9

⑥
十
津
川
村
野
尻
地
区
（野
尻
）

3
4

⑦
五
條
市
大
塔
町
赤
谷
地
区
（
赤
谷
）

5

⑧
天
川
村
坪
内
地
区
（
冷
水
）

1
2

⑨
野
迫
川
村
北
股
地
区
（北
股
Ａ
：
岩
谷
）

1
4

⑩
十
津
川
村
長
殿
地
区
（長
殿
谷
）

1
9

⑪
十
津
川
村
内
原
地
区
（栗
平
）

2
6

⑫
十
津
川
村
重
里
地
区
（大
畑
瀞
）

M
26

崩
土
の
直
撃

土
石
流

河
道
閉
塞
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県
道
寸
断

道
路
被
害

1
1
人

1
6
戸

所
在
地
奈
良
県
五
條
市
大
塔
町
清
水

被
害

3
箇
所
名

清
水
（
宇
井
）

深
層
崩
壊
カ
ル
テ
 総
合
編

1
/
2

崩
壊
地
番
号

人
的
被
害

建
物
被
害

湛
水
範
囲

清
水
（
宇
井
）

9
/
4
(日
)
7
：
0
7
頃
崩
壊

『
人
的
被
害
』

死
者
：1
名

大
規
模
崩
壊
前
の
表
層
崩
壊
が
原
因

清
水
地
区

県
道
高
野
辻
堂
線

国
道
1
68
号

熊
野
川

『
人
的
被
害
』

死
者
・行
方
不
明
者
：1
0
名

『
建
物
被
害
』

全
壊
：1
3
戸

崩
壊
土
砂
の
直
撃
が
原
因

『
建
物
被
害
』

半
壊
：
1戸

河
道
閉
塞
の
決
壊
に
よ
る
土
砂
流
出
が
原
因

宇
井
地
区
（
下
部
）

宇
井
地
区
（
上
部
）

（
写
真
①
）

写
真
撮
影
日
時
：
2
01
1/
10
/1
9
16
:3
0

崩
壊
幅
：
約
2
2
0
m

崩
壊
高
：
約
2
0
0m

清
水
（
宇
井
）

宇
井
地
区

（
下
部
）

宇
井
地
区

（
上
部
） 上
空
よ
り
撮
影

撮
影
日
時
：

20
11
/9
/
6

1
7:
19

清
水
地
区

避
難
場
所
：大
塔
ふ
れ
あ
い
交
流
館

河
道
閉
塞

湛
水
範
囲

大
塔
支
所

清
水
（宇
井
）

崩
壊
地

床
上
浸
水

4
戸

水
車
小
屋

熊
野
川

崩
壊
地

河
道
閉
塞
範
囲
（想
定
）

湛
水
範
囲

猿
谷
ダ
ム

死
者
・行
方
不
明
者
：1
1名

住
家
被
害
：
全
壊
14
戸
・半
壊
2戸

＜
湛
水
範
囲
広
域
図
＞

河
道
閉
塞
高
：

比
高
約
25
m

（写
真
②
）

河
道
閉
塞
状
況

写
真
撮
影
日
時
：

20
11
/9
/4
7
:4
7

決
壊

（写
真
③
）

河
道
閉
塞
決
壊
後

写
真
撮
影
日
時
：

20
11
/9
/4
1
3:
1
7

「
位
置
図
」

至
猿
谷
ダ
ム

至
風
屋
ダ
ム

紀
伊
半
島
大
水
害
判
読

現
象

崩
壊

土
石
流

地
す
べ
り

大
規
模
崩
壊

＜
凡
例
＞

崩
壊
地

崩
積
土

崩
積
土

崩
壊
地

流
下
・
堆
積
区
間

堆
積
区
間

滑
落
崖

移
動
土
塊

湛
水
池

大
規
模
崩
壊
地

河 道 閉 塞

『
建
物
被
害
』

全
壊
：
1戸
（
流
失
）

半
壊
：
1戸

河
道
閉
塞
の
決
壊
に
よ
る
土
砂
流
出
が
原
因

0
10

0
20

0 m

『
道
路
被
害
』

県
道
寸
断

崩
壊
土
砂
の
直
撃
が
原
因

国
土
地
理
院
の
数
値
地
図

25
00

0（
地
図
画
像
）『
猿
谷
貯
水
池

,南
日
浦

,上
恒
内

,辻
堂
』
を
掲
載
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被
害

人
的
被
害

建
物
被
害

県
道
寸
断

1
6
戸

道
路
被
害

1
1
人

●
早
め
の
自
主
避
難
や
緊
急
避
難
に
よ
り
、
被
害
を
免
れ
た
住
民
が
い
る
た
め
、
安
全
箇
所
へ
の
移
動
が
重
要
で
あ
る
。

●
降
雨
が
止
ん
だ
後
に
深
層
崩
壊
が
発
生
し
た
た
め
、
降
雨
後
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

●
深
層
崩
壊
の
場
合
、
崩
土
に
よ
る
段
波
が
対
岸
数
十
m
の
高
さ
に
ま
で
到
達
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

・
河
道
堆
積
土
砂
は
奈
良
県
が
全
量
撤
去
済
み
(
H
2
6
.
1
0
時
点
)
。

・
崩
壊
地
は
国
土
交
通
省
が
直
轄
砂
防
事
業
で
対
策
工
事
中
(
H
2
6
.
1
2
時
点
)
。

・
崩
壊
斜
面
は
再
崩
壊
や
拡
大
崩
壊
抑
制
の
た
め
、
法
面
工
を
施
工
中
(
H
2
6
.
1
2
時
点
)
。

・
崩
壊
脚
部
（
渓
岸
部
）
は
侵
食
防
止
の
た
め
、
仮
設
護
岸
工
が
施
工
済
。

そ
の
他
の
被
害

－

得
ら
れ
た
教
訓

崩
壊
後
の
状
況

死
者
1
1
名

全
壊
1
4
戸
　
半
壊
2
戸

　
１
．
斜
面
に
重
力
変
形
地
形
が
存
在
。

　
２
．
崩
壊
斜
面
に
は
多
く
の
亀
裂
を
有
す
る
脆
い
岩
盤
（
四
万
十
帯
の
堆
積
岩
）
が
露
出
。

　
３
．
9
/
1
か
ら
9
/
4
の
連
続
雨
量
9
8
9
m
m
（
大
塔
観
測
所
）
に
よ
り
大
量
の
雨
水
が
岩
盤
に
浸
透
。

　
４
．
脆
く
な
っ
た
岩
盤
に
大
量
の
雨
水
の
浸
透
や
周
辺
か
ら
の
地
下
水
の
流
入
に
よ
り
斜
面
が
不
安
定
化
し
崩
壊
。

　
５
．
崩
土
は
一
気
に
河
川
に
流
入
し
、
対
岸
斜
面
に
乗
り
上
げ
直
撃
。
一
時
的
に
河
道
閉
塞
を
形
成
。

避
難
行
動

被
害
状
況

9月
4日

（
日
）

被
災
内
容

ダ
ム
放
流
時
に
自
主
避
難
の
実
施
【
清
水
地
区
】

避
難
場
所
：
大
塔
ふ
れ
あ
い
交
流
館

土
砂
の
直
撃

『
人
的
被
害
』

・
死
者
１
名

　
【
清
水
地
区
】

土
砂
の
直
撃

『
人
的
被
害
』

・
死
者
、
不
明
10
名

　
【
宇
井
地
区
】

『
建
物
被
害
』

・
全
壊
13
戸

・
半
壊
1戸

　
【
宇
井
地
区
】

『
道
路
被
害
』

・
県
道
寸
断

　
【
清
水
地
区
】

決
壊
で
土
砂
流
出

『
建
物
被
害
』

・
全
壊
1戸

・
半
壊
1戸

　
【
清
水
地
区
】

7
:
0
0
頃
　
【
清
水
地
区
】
自
主
避
難
先
か
ら
戻
っ
た

　
　
　
　
 
2
名
が
表
層
崩
壊
に
巻
き
込
ま
れ
、
1
名

　
　
　
　
 
死
亡
。
1
名
は
救
助
さ
れ
る
。

7
:
0
0
頃
　
【
宇
井
地
区
下
部
】
自
宅
に
自
主
避
難
先

　
　
　
　
 
か
ら
住
民
1
名
が
帰
宅
。

　
　
　
　
 
帰
宅
し
た
住
民
1
名
が
深
層
崩
壊
に
巻
き

　
　
　
　
 
込
ま
れ
る
。

　
　
　
　
 
自
主
避
難
先
か
ら
帰
宅
し
て
い
た
一
部

　
　
　
　
 
の
住
民
が
、
表
層
崩
壊
を
見
て
再
避
難
。

7
:
0
0
頃
　
朝
方
に
は
雨
が
止
む
。
斜
面
か
ら
黒
く

　
　
　
　
濁
っ
た
表
流
水
が
流
れ
、
下
流
側
斜
面

　
　
　
　
下
部
【
清
水
地
区
】
で
表
層
崩
壊
発
生
。

7
:
0
7
頃
　
深
層
崩
壊
発
生
。
（
写
真
①
）

　
　
　
 
 
斜
面
全
体
が
一
気
に
崩
落
し
、
対
岸
の

　
　
　
 
 
河
床
か
ら
比
高
約
4
0
ｍ
の
集
落
【
宇
井

　
　
　
　
上
部
】
に
段
波
が
到
達
。

　 　
　
　
 
 
崩
土
が
残
留
し
河
道
閉
塞
発
生
。

 
 
 
 
 
 
 
 
上
流
側
に
湛
水
が
発
生
。
（
写
真
②
）

　
　
　
 
 
最
高
水
位
は
標
高
3
7
6
m
で
、
大
塔
支
所

　
　
　
　
近
く
の
水
車
小
屋
ま
で
湛
水
。

8
:
2
3
頃
 
 
河
道
閉
塞
決
壊
。
（
写
真
③
）

　
　
　
　
決
壊
発
生
に
よ
り
河
川
が
氾
濫
し
、

　
　
　
　
下
流
の
民
家
を
巻
き
込
む
。

崩
壊
後
（
平
成
2
3
年
9
月
7
日
）

崩
壊
前
（
平
成
2
1
年
4
月
～
1
2
月
）

9月
2日

（
金
）

ダ
ム
放
流
時
に
自
主
避
難
の
実
施
【
宇
井
地
区
下
部
】

避
難
場
所
：
大
塔
ふ
れ
あ
い
交
流
館

崩
壊
メ
カ
ニ
ズ
ム

被
災
メ
カ
ニ
ズ
ム

※
↓
聞
取
り
情
報
に
よ
り
作
成
。

被
災
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
タ
イ
プ
：
【
直
撃
型
】

奈
良
県
五
條
市
大
塔
町
清
水

3
箇
所
名

清
水
（
宇
井
）

深
層
崩
壊
カ
ル
テ
 総
合
編

2
/
2

県
道
寸
断

人
的
被
害

建
物
被
害

道
路
被
害

崩
壊
地
番
号

9月
3日

（
土
）

土
砂
移
動
状
況

所
在
地

03
0
0

6
0
0

9
0
0

1
2
0
0

05

1
0

1
5

2
0

2
5

3
0

3
5

4
0

1
7
1
3
1
9
1

7
13

1
9
1

7
1
3
1
9
1

7
1
3
1
9
1

7
1
3
1
9

連続雨量(mm)

時間雨量(mm)

大
塔
観
測
所
（
五
條
市
役
所
大
塔
支
所
）

9
/
4
（
日
）
8
：
2
3
頃

河
道
閉
塞
決
壊

9
/
1
(木
)

9
/
2
(金
)

9
/
3
(土
)

9
/
4
(日
)

8
/
3
1
(水
)

雨 量 計 欠 測

9
/
2
（
金
）
1
1
：
5
0

土
砂
災
害
警
戒
情
報
発
表

9
/
2
（
金
）

自
主
避
難
【
宇
井
地
区
下
部
】

9
/
3
（
土
）

自
主
避
難
【
清
水
地
区
】

9
/
4
（
日
）
7
：
0
0
頃

表
層
崩
壊
発
生

9
/
4
（
日
）
7
：
0
7
頃

深
層
崩
壊
発
生

雨
量
計

解
析
雨
量
(ﾒ
ｯｼ
ｭ
)

大
塔
観
測
所

（
五
條
市
役
所
大
塔
支
所
）

5
1
3
51
5
89

9
8
9
m
m

1
0
5
0
.0
m
m

(9
/
1
  
0
:0
0
～
9
/
4
  
2
:0
0
)

(8
/
3
1
  
4
:0
0
～
9
/
4
  
8
:0
0
)

3
6
m
m

3
7
m
m

(9
/
3
  
2
3
:0
0
～
9
/
3
  
2
4
:0
0
)

(9
/
3
  
2
3
:0
0
～
9
/
3
  
2
4
:0
0
)

最
大
時
間
雨
量

観
測
所

連
続
雨
量

雨
量
観
測
所

解
析
雨
量

時
間
雨
量

連
続
雨
量

雨 量 計 欠 測

１
．
重
力
変
形
地
形

２
．
風
化
岩
盤

崩
壊
地

３
．
連
続
雨
量

４
．
崩
壊

撮
影
：国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局

撮
影
：
国
土
地
理
院
・
奈
良
県

５
．
直
撃
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深
層
崩
壊
カ
ル
テ
 総
合
編

1
/
2

崩
壊
地
番
号
2
0
・
2
1

箇
所
名

建
物
被
害

奈
良
県
吉
野
郡
十
津
川
村
長
殿
・
宇
宮
原

濁
谷
・
大
崩
れ

人
的
被
害

村
道
（
旧
国
道
1
6
8
号
）
寸
断

道
路
被
害

3
名

6
戸

所
在
地

被
害

国
道
1
68
号

十
津
川

災
害
前

災
害
後

（
写
真
③
）

段
波
に
よ
っ
て
長
殿
発
電
所
と
人
家
が
被
災
。

撮
影
日
時
：2
01
1/
9/
5
15
:4
4

（
写
真
①
）

大
崩
れ
遠
景

撮
影
日
時
：2
01
1/
9/
16
1
4:
3
2

濁
谷

9
/
4
(日
)
2
：
0
0
頃
崩
壊

濁
谷

大
崩
れ

大
崩
れ

9
/
4
(日
)
2
：
0
0
頃
崩
壊

濁
谷
・
大
崩
れ
共
に
、
対
岸
に
侵
食
跡

が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
定
時
間
河
道

閉
塞
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

『
人
的
被
害
』

死
者
：
3名

『
建
物
被
害
』

全
壊
：
5戸

床
上
浸
水
：
1戸

『
そ
の
他
の
被
害
』

長
殿
発
電
所
：
流
失

段
波
の
発
生
が
原
因

『
道
路
被
害
』

村
道
（
旧
国
道
1
68
号
）寸
断

崩
壊
土
砂
の
直
撃
が
原
因

避
難
場
所
：個
人
宅
（
被
災
に
よ
り
流
失
）

「
位
置
図
」

（写
真
②
）

濁
谷
遠
景

撮
影
日
時
：2
0
11
/9
/1
8
16
:1
9

至
猿
谷
ダ
ム

至
風
屋
ダ
ム

避
難
場
所
：長
殿
公
民
館
（約
6
00
ｍ
上
流
）

紀
伊
半
島
大
水
害
判
読

現
象

崩
壊

土
石
流

地
す
べ
り

大
規
模
崩
壊

＜
凡
例
＞

崩
壊
地

崩
積
土

崩
積
土

崩
壊
地

流
下
・
堆
積
区
間

堆
積
区
間

滑
落
崖

移
動
土
塊

湛
水
池

大
規
模
崩
壊
地

河 道 閉 塞

0
10

0
20

0 m

崩
壊
高
：

約
26
0m

崩
壊
幅
：
約
2
2
5m

崩
壊
高
：

約
2
6
9
m

崩
壊
幅
：

約
15
6
m
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深
層
崩
壊
カ
ル
テ
 総
合
編

2
/
2

崩
壊
後
（
平
成
2
3
年
9
月
～
1
2
月
）

崩
壊
前
（
平
成
2
1
年
4
月
～
1
2
月
）

崩
壊
地
番
号
2
0
・
2
1

箇
所
名

濁
谷
・
大
崩
れ

崩
壊
メ
カ
ニ
ズ
ム

村
道
（
旧
国
道
1
6
8
号
）
寸
断

所
在
地

被
災
内
容

2
:
0
0
頃
　
崩
壊
発
生
。
（
写
真
①
、
②
）

　
　
　
 
 
長
殿
公
民
館
に
避
難
し
て
い
る
住
民
が

　
　
　
 
「
ド
ー
ン
」
と
い
う
音
を
聞
く
。

　
　
　
 
 
長
殿
発
電
所
と
避
難
先
の
人
家
が
被
災
。

　
　
　
 
（
写
真
③
）

　
　
　
 
　
＜
推
測
さ
れ
て
い
る
土
砂
移
動
現
象
＞

　
　
　
　
　
⇒
大
崩
れ
で
崩
壊
発
生
。

　
　
　
　
　
⇒
崩
土
に
よ
る
一
時
的
河
道
閉
塞
。

　
　
　
　
　
⇒
濁
谷
崩
壊
が
湛
水
地
へ
落
下
。

　
　
　
　
　
⇒
段
波
が
河
川
を
遡
上
し
被
害
。

　
　
　
　
　
※
参
考
(
海
堀
 
H
2
5
年
度
砂
防
学
会
）

3
:
1
8
　
　
長
殿
発
電
所
か
ら
の
送
電
停
止
。

9
:
0
5
頃
　
役
場
に
「
長
殿
発
電
所
と
2
軒
が
流
出
」

　
　
　
 
 
と
一
報
が
入
る
。

時
刻
不
明
　
自
主
避
難
し
て
い
た
個
人
宅
が
被
災
。

　
　
　
　
　
3
名
死
亡
。

段
波
の
直
撃

『
人
的
被
害
』

『
建
物
被
害
』

『
道
路
被
害
』

『
そ
の
他
の
被
害
』

・
死
者
3
名

・
全
壊
5
戸

・
床
上
浸
水
1
戸

・
村
道
寸
断

・
長
殿
発
電
所
流
失

1
2
:
0
0
頃
　
　
自
主
避
難
。
7
世
帯
7
名

　
　
　
　
 
　
（
避
難
場
所
：
公
民
館
や
個
人
宅
）

9月
3日

（
土
）

9月
4日

（
日
）

●
自
主
避
難
を
行
っ
て
も
被
害
を
免
れ
た
住
民
と
被
災
し
た
住
民
が
い
る
た
め
、
安
全
な
避
難
所
の
選
定
が
重
要
で
あ
る
。

●
大
量
の
崩
壊
土
砂
の
流
入
で
段
波
が
発
生
し
、
上
流
域
に
ま
で
被
害
が
及
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
広
範
囲
で
の
警
戒
が
必
要
で

あ
る
。そ
の
他
の
被
害

・
濁
谷
は
林
野
庁
が
直
轄
治
山
事
業
に
よ
り
、
渓
間
工
及
び
山
腹
工
を
施
工
中
（
H
2
6
.
1
2
時
点
）
。

・
大
崩
れ
は
未
対
策
。
拡
大
崩
壊
は
認
め
ら
れ
な
い
（
H
2
6
.
1
2
時
点
）
。

・
河
道
内
の
堆
積
土
砂
は
奈
良
県
が
全
量
を
撤
去
済
み
（
H
2
6
.
1
0
時
点
）
。

長
殿
発
電
所
流
失

人
的
被
害

道
路
被
害

建
物
被
害

村
道
（
旧
国
道
1
6
8
号
）
寸
断

全
壊
5
戸
　
床
上
浸
水
1
戸

死
者
3
名

得
ら
れ
た
教
訓

崩
壊
後
の
状
況

土
砂
移
動
状
況

避
難
行
動

被
害
状
況

災
害
前
　
　
　
　
濁
谷
か
ら
の
土
砂
流
出
が
多
く
、

　
　
　
　
治
山
事
業
が
対
応
。

建
物
被
害

　
１
．
斜
面
に
重
力
変
形
地
形
が
存
在
。
【
大
崩
れ
】

　
２
．
斜
面
に
崩
壊
跡
地
形
や
崩
土
が
分
布
。
【
濁
谷
】

　
３
．
崩
壊
斜
面
に
は
多
く
の
亀
裂
を
有
す
る
脆
い
岩
盤
（
四
万
十
帯
の
堆
積
岩
）
が
露
出
。

　
４
．
8
/
3
1
～
9
/
4
の
連
続
雨
量
9
6
5
m
m
（
上
野
地
観
測
所
）
に
よ
り
地
盤
に
雨
水
が
浸
透
。

　
５
．
脆
く
な
っ
た
岩
盤
に
大
量
の
雨
水
の
浸
透
や
、
周
辺
か
ら
の
地
下
水
の
流
入
に
よ
り
斜
面
が
不
安
定
化
し
崩
壊
。
推
定

　
　
　
で
は
、
先
に
大
崩
れ
に
よ
り
河
道
閉
塞
（
湛
水
）
が
形
成
さ
れ
、
濁
谷
の
崩
土
が
流
入
し
、
発
生
し
た
段
波
に
よ
り

　
　
　
上
流
の
民
家
等
に
直
撃
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
参
考
：
海
堀
 
H
2
5
砂
防
学
会
）
。

被
災
メ
カ
ニ
ズ
ム

※
↓
聞
取
り
情
報
に
よ
り
作
成
。

被
災
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
タ
イ
プ
【
直
撃
型
】

6
戸

道
路
被
害

3
名

奈
良
県
吉
野
郡
十
津
川
村
長
殿
・
宇
宮
原

被
害

人
的
被
害

03
0
0

6
0
0

9
0
0

1
2
0
0

05

1
0

1
5

2
0

2
5

3
0

3
5

4
0

1
7
1
3
1
9
1

7
1
3
1
9
1

7
1
3
1
9
1

7
1
3
1
9
1

7
1
3
1
9

連続雨量(mm)

時間雨量(mm)

上
野
地
観
測
所
（
県
）

9
/
1
(木
)

9
/
2
(金
)

9
/
3
(土
)

9
/
4
(日
)

8
/
3
1
(水
)

雨 量 計 欠 測

9
/
4
（
日
）
2
：
0
0
頃

「
ド
ー
ン
」
と
い
う
雷
の
よ
う
な
音

深
層
崩
壊
発
生 9
/
4
（
日
）
3
：
1
8

長
殿
発
電
所
送
電
停
止

9
/
2
（
金
）
1
2
：
3
5

土
砂
災
害
警
戒
情
報
発
表

9
/
3
（
土
）
1
2
：
0
0
頃

自
主
避
難

雨
量
観
測
所

解
析
雨
量

時
間
雨
量

連
続
雨
量

雨 量 計 欠 測

雨
量
計

解
析
雨
量
(ﾒ
ｯ
ｼ
ｭ
)

上
野
地
観
測
所

（
県
）

5
1
3
5
1
6
5
2

9
6
5
m
m

1
0
5
1
.4
m
m

(8
/
3
1
  
7
:0
0
～
9
/
4
  
3
:0
0
)

(8
/
3
1
  
1
3
:0
0
～
9
/
4
  
3
:0
0
)

3
4
m
m

4
2
m
m

(9
/
4
  
1
:0
0
～
9
/
4
  
2
:0
0
)

(9
/
4
  
1
:0
0
～
9
/
4
  
2
:0
0
)

最
大
時
間
雨
量

観
測
所

連
続
雨
量２
．
崩
壊
跡
地
や
崩
土

崩
壊
地

濁
谷

撮
影
：
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局

撮
影
：
奈
良
県

大
崩
れ

１
．
重
力
変
形
地
形

３
．
風
化
岩
盤

崩
壊
地

撮
影
：
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局

撮
影
：奈
良
県

４
．
連
続
雨
量

濁
谷

大
崩
れ

５
．
河
道
閉
塞

 
湛
水
地
形
成

５
．
崩
土
流
入

 
段
波
発
生
し

下
流
に
直
撃
ｐ
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奈
良
県
吉
野
郡
川
上
村
迫

崩
壊
地
番
号

5
2

箇
所
名

迫
所
在
地

国
道
1
6
9
号
橋
梁
流
失

道
路
被
害

－
－

被
害

人
的
被
害

建
物
被
害

深
層
崩
壊
カ
ル
テ
 総
合
編

1
/
2

国
道
16
9
号

吉
野
川

（
大
滝
ダ
ム
）

『
道
路
被
害
』

国
道
1
69
号
橋
梁
流
失

土
砂
の
直
撃
が
原
因

（
写
真
①
）

崩
壊
地
の
風
化
岩
盤
状
況

撮
影
日
時
：2
01
1/
9/
1
8
1
2
:2
8

迫

迫 9
/
4
(日
)
1
7
：
2
0
頃
崩
壊

避
難
場
所
：
川
上
総
合
セ
ン
タ
ー

約
5
00
m
上
流
側

（写
真
③
）

大
滝
ダ
ム
に
流
入
し
た
大
量
の
土
砂
状
況

撮
影
日
時
：2
0
11
/9
/4
1
5:
5
6 （
写
真
②
）

国
道
1
69
号
の
橋
梁
流
失
に
よ
る
通
行
遮
断
状
況

撮
影
日
時
：2
01
1/
9/
4
15
:5
2

「
位
置
図
」

至
大
滝
ダ
ム

至
大
迫
ダ
ム

紀
伊
半
島
大
水
害
判
読

現
象

崩
壊

土
石
流

地
す
べ
り

大
規
模
崩
壊

＜
凡
例
＞

崩
壊
地

崩
積
土

崩
積
土

崩
壊
地

流
下
・
堆
積
区
間

堆
積
区
間

滑
落
崖

移
動
土
塊

湛
水
池

大
規
模
崩
壊
地

河 道 閉 塞 0
10

0
20

0
50

m

崩
壊
高
：
約
3
11
m

崩
壊
幅
：
約
1
6
8
m
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被
災
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
タ
イ
プ
【
直
撃
型
】

崩
壊
後
（
平
成
2
3
年
9
月
7
日
）

崩
壊
前
（
平
成
2
3
年
3
月
）

崩
壊
地
番
号

5
2

箇
所
名

迫
所
在
地

国
道
1
6
9
号
橋
梁
流
失

崩
壊
メ
カ
ニ
ズ
ム

奈
良
県
吉
野
郡
川
上
村
迫

　
１
．
斜
面
に
重
力
変
形
地
形
が
存
在
。

　
２
．
崩
壊
斜
面
に
は
多
く
の
亀
裂
を
有
す
る
脆
い
岩
盤
（
秩
父
帯
の
堆
積
岩
）
が
露
出
。

　
３
．
8
/
3
1
～
9
/
4
の
連
続
降
雨
8
2
9
m
m
（
迫
観
測
所
）
に
よ
り
、
岩
盤
内
に
大
量
の
雨
水
が
浸
透
。

　
４
．
脆
く
な
っ
た
岩
盤
に
大
量
の
雨
水
の
浸
透
や
周
辺
か
ら
の
地
下
水
の
流
入
に
よ
り
斜
面
が
不
安
定
化
し
崩
壊
。
崩
土
は

　
　
　
斜
面
直
下
の
国
道
に
直
撃
す
る
。

被
災
メ
カ
ニ
ズ
ム

※
↓
聞
取
り
情
報
に
よ
り
作
成
。

被
害

人
的
被
害

建
物
被
害

－
道
路
被
害

－

道
路
被
害

建
物
被
害

国
道
1
6
9
号
　
橋
梁
流
失

－－
人
的
被
害

●
雨
が
止
ん
だ
後
に
深
層
崩
壊
が
発
生
し
た
た
め
、
降
雨
後
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

●
主
要
道
路
が
被
災
す
る
と
、
交
通
以
外
に
電
気
・
固
定
電
話
・
C
A
T
V
等
が
寸
断
さ
れ
る
た
め
、
早
期
発
見
に
よ
る
状
況
把
握
や

初
期
対
応
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
他
の
被
害

・
奈
良
県
が
道
路
災
害
関
連
事
業
に
よ
り
、
崩
壊
法
面
対
策
工
を
施
工
中
（
H
2
7
.
3
完
成
予
定
、
H
2
6
.
1
2
時
点
）
。

電
気
・
固
定
電
話
・
C
A
T
V
停
止

崩
壊
後
の
状
況

深
層
崩
壊
カ
ル
テ
 総
合
編

2
/
2

得
ら
れ
た
教
訓

被
災
内
容

土
砂
移
動
状
況

避
難
行
動

被
害
状
況

　
 
朝
　
　
朝
方
に
は
雨
が
止
む
。

1
7
:
2
0
頃
　
深
層
崩
壊
発
生
。
（
写
真
①
）

　
　
　
　
 
村
役
場
職
員
が
パ
ト
ロ
ー
ル
中
に
発
見
。

　
　
　
 
　
（
樹
木
の
揺
れ
と
音
で
気
付
く
。
）

　
　
　
 
　
土
砂
は
一
気
に
流
下
し
、
下
方
の
国
道
へ

　
　
　
 
　
流
出
。
（
写
真
②
）

　
　
　
 
　
土
砂
は
吉
野
川
へ
流
下
。
（
写
真
③
）

土
砂
の
流
出

『
道
路
被
害
』

・
国
道
1
6
9
号
橋
梁
流

失
。

（
※
道
路
寸
断
に
伴

い
、
電
気
・
固
定
電

話
・
C
A
T
V
が
寸
断
）

9月
4日

（
日
）

9月
5日

（
月
）

030
0

60
0

90
0

12
0
0

05

10152025303540

1
7
1
3
1
9
1

7
1
3
1
9
1

7
13

19
1

7
1
3
1
9
1

7
1
3
19

連続雨量(mm)

時間雨量(mm)

迫
観
測
所
（
吉
野
土
木
事
務
所
）

9
/
4
（
日
）
1
7
：
2
0
頃

深
層
崩
壊
発
生

9
/
2
（
金
）
1
4
：
1
5

土
砂
災
害
警
戒
情
報
発
表

9
/
1
(木
)

9
/
2
(金
)

9
/
3
(土
)

9
/
4
(日
)

8
/
3
1
(水
)

雨
量
計

解
析
雨
量
(ﾒ
ｯ
ｼ
ｭ
)

迫
観
測
所

（
吉
野
土
木
事
務
所
）

5
1
3
5
4
7
0
5

8
2
9
m
m

1
7
3
.0
m
m

(8
/
3
1
  
6
:0
0
～
9
/
4
  
1
8
:0
0
)

(8
/
3
1
  
6
:0
0
～
9
/
4
  
1
8
:0
0
)

3
2
m
m

2
8
m
m

(9
/
2
  
1
3
:0
0
～
9
/
2
  
1
4
:0
0
)

(9
/
2
  
1
3
:0
0
～
9
/
2
  
1
4
:0
0
)

観
測
所

連
続
雨
量

最
大
時
間
雨
量

１
．
重
力
変
形
地
形

２
．
風
化
岩
盤

崩
壊
地

３
．
連
続
雨
量

撮
影
：
奈
良
県

撮
影
：国
土
地
理
院
・奈
良
県

雨
量
観
測
所

解
析
雨
量

時
間
雨
量

連
続
雨
量

４
．
直
撃
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深
層
崩
壊
カ
ル
テ
 総
合
編

1
/
2

崩
壊
地
番
号

建
物
被
害

奈
良
県
五
條
市
大
塔
町
辻
堂

所
在
地

柳
谷
川
・
鍛
冶
屋
谷
川

被
害

2
・
G
１

箇
所
名

国
道
1
6
8
号
寸
断

道
路
被
害

－
7
戸

人
的
被
害

国
道
1
68
号

県
道
高
野
辻
堂
線

熊
野
川

【
土
石
流
区
間
平
均
勾
配
】
約
26
度

※
国
土
地
理
院
：
2.

5万
地
形
図
よ
り
算
出

（写
真
④
）

土
砂
流
出
に
よ
る
扇
状
地
形
成
の
状
況

撮
影
日
時
：
20
11
/9
/5
1
1:
2
3

（
写
真
⑤
）

国
道
の
土
砂
流
出
状
況

撮
影
日
：
20
11
/
9/
4

（
写
真
③
）

土
砂
流
出
の
状
況

左
岸
側
に
首
振
り
し
て
扇
状
地
拡
大

撮
影
日
時
：2
01
1/
9/
4
16
:0
8

（
写
真
①
）

十
津
川
大
水
害
の
辻
堂
地
区
(
柳
谷
川
)

当
時
避
難
場
所
の
寺
に
土
砂
が
流
入

吉
野
郡
水
災
誌

柳
谷
川
か
ら
の
流
水
状
況

撮
影
日
時
：2
01
1
/9
/4
  
1
3:
0
4

至
猿
谷
ダ
ム

柳
谷
川

9/
4（
日
)
2
：
0
0
頃
崩
壊

柳
谷
川

鍛
冶
屋
谷
川

9/
4(
日
)
2：
00
頃
崩
壊

鍛
冶
屋
谷
川

「
位
置
図
」

（写
真
②
）

土
砂
流
出
の
状
況

撮
影
日
時
：
20
11
/9
/4
1
1：
4
1

『
建
物
被
害
』

全
壊
：
3戸

半
壊
：
2戸

床
下
浸
水
：
2戸

『
道
路
被
害
』

国
道
1
68
号
寸
断

土
砂
の
流
出
・
直
撃
が
原
因

避
難
場
所
：
浄
称
寺
⇒
大
塔
支
所

避
難
場
所
：
大
塔
支
所

約
1
km
上
流
側

十
津
川
大
水
害
の
石
碑

紀
伊
半
島
大
水
害
判
読

現
象

崩
壊

土
石
流

地
す
べ
り

大
規
模
崩
壊

＜
凡
例
＞

崩
壊
地

崩
積
土

崩
積
土

崩
壊
地

流
下
・
堆
積
区
間

堆
積
区
間

滑
落
崖

移
動
土
塊

湛
水
池

大
規
模
崩
壊
地

河 道 閉 塞

崩
壊
高
さ
：

約
2
0
7
m

崩
壊
幅
：

約
16
0m

崩
壊
高
：

約
1
1
6
m

崩
壊
幅
：

約
86
m
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9
月
3日

（
土
）

 
崩
壊
前
 
 
鍛
冶
屋
谷
の
谷
水
が
黒
く
濁
る
。

　
　
　
　
 
腐
植
土
の
匂
い
が
す
る
。

9
月
2日

（
金
）

1
6
:
3
0
頃
　
五
条
市
か
ら
避
難
準
備
の
呼
び
か
け
。

9
月
1日

（
木
）

1
3
:
4
0
頃
　
五
条
市
か
ら
避
難
の
呼
び
か
け
。

1
4
:
0
0
頃
　
住
民
が
避
難
を
開
始
。

　
　
　
　
 
（
避
難
場
所
：
浄
称
寺
）

時
系
列

土
砂
移
動
状
況

避
難
行
動
・
救
助
状
況

被
害
状
況

　
　
　
　
 
十
津
川
災
害
で
深
層
崩
壊
・
河
道
閉
塞

　
　
　
　
 
の
履
歴
あ
り
。
（
写
真
①
）

災
害
前

得
ら
れ
た
教
訓

●
降
雨
が
強
ま
る
前
の
早
い
段
階
（
災
害
発
生
の
数
日
前
）
の
積
極
的
な
避
難
の
呼
び
か
け
と
、
そ
れ
に
応
じ
る
住
民
の
避
難
行

動
、
ま
た
地
域
に
残
る
災
害
の
記
憶
や
知
恵
に
よ
る
避
難
場
所
の
変
更
な
ど
で
、
人
的
被
害
を
未
然
防
止
で
き
た
た
め
、
過
去
の

事
例
を
伝
え
残
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

●
谷
水
の
濁
り
や
腐
植
土
の
臭
い
は
、
土
砂
災
害
の
前
兆
現
象
と
し
て
警
戒
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
他
の
被
害

・
2
地
区
と
も
奈
良
県
が
砂
防
事
業
に
よ
り
対
策
工
を
施
工
中
（
H
2
6
.
1
2
時
点
）
。

・
鍛
冶
屋
谷
は
砂
防
堰
堤
1
基
が
完
成
し
、
山
腹
工
を
施
工
中
（
H
2
7
.
3
完
成
予
定
、
H
2
6
.
1
2
時
点
）
。

・
柳
谷
は
砂
防
堰
堤
1
基
及
び
山
腹
工
を
施
工
予
定
。
H
2
6
.
3
に
法
面
上
の
石
の
不
安
定
化
や
崩
落
部
の
拡
大
が
確
認
さ
れ
た
た

め
、
新
た
な
対
策
工
を
実
施
し
、
H
2
6
年
8
月
末
に
堰
堤
の
床
堀
と
法
面
対
策
工
が
完
了
。
本
堰
堤
工
の
完
成
は
Ｈ
2
6
年
1
2
月
下
旬

を
予
定
。
山
腹
工
は
H
2
7
年
度
着
手
予
定
。
（
H
2
6
.
1
2
時
点
）

－

崩
壊
後
の
状
況

深
層
崩
壊
カ
ル
テ
 総
合
編

2
/
2

道
路
被
害

国
道
1
6
8
号
寸
断

9月
4
日

（
日
）

 
2
:
0
0
頃
　
深
層
崩
壊
発
生
。

　
　
　
　
 
住
民
が
地
鳴
り
音
「
ガ
ー
」
を
聞
く
。

　
　
　
　
 
鍛
冶
屋
谷
の
中
流
付
近
で
発
生
し
た
崩
壊

　
　
　
　
 
土
砂
が
、
渓
流
側
方
よ
り
流
下
し
、
渓
床

　
　
　
　
 
堆
積
物
や
立
木
を
巻
き
込
み
土
石
流
化
。

 
6
:
0
0
頃
　
土
石
流
は
谷
口
ま
で
到
達
し
て
扇
状
に
広

　
　
　
　
 
が
り
、
熊
野
川
河
川
沿
い
に
堆
積
。

　
　
　
　
 
（
写
真
②
③
④
）

　
　
　
　
 
渓
床
勾
配
が
2
6
度
と
急
な
た
め
、
土
砂

　
　
　
　
 
は
引
き
続
き
供
給
さ
れ
続
け
、
扇
状
の

　
　
　
　
 
堆
積
物
が
徐
々
に
拡
大
し
、
谷
口
北
側

　
　
　
　
 
の
家
屋
ま
で
土
砂
が
到
達
し
て
全
半
壊
や

　
　
　
　
 
道
路
の
被
害
が
発
生
。
（
写
真
⑤
）

1
5
:
0
0
頃
　
五
條
市
か
ら
避
難
の
呼
び
か
け
。

2
1
:
0
0
頃
　
　
　
　
　
　
　
　
同
上

2
2
:
2
0
頃
　
　
　
　
　
　
　
　
同
上

被
害
内
容

全
壊
：
3
戸
　
　
半
壊
：
2
戸
　
　
床
下
浸
水
：
2
戸

－
人
的
被
害

建
物
被
害

 
0
:
4
5
頃
　
避
難
場
所
の
移
動

　
　
　
　
　
（
浄
称
寺
⇒
大
塔
支
所
）

 
土
砂
の
直
撃

『
建
物
被
害
』

・
全
壊
3
戸

・
半
壊
2
戸

・
床
下
浸
水
2
戸

『
道
路
被
害
』

・
国
道
1
6
8
号
寸
断

国
道
1
6
8
号
寸
断

2
・
G
１

箇
所
名
柳
谷
川
・
鍛
冶
屋
谷
川
所
在
地
奈
良
県
五
條
市
大
塔
町
辻
堂

※
↓
聞
取
り
情
報
に
よ
り
作
成
。

　
被
災
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
タ
イ
プ
：
【
土
石
流
型
】

崩
壊
後
（
平
成
2
3
年
9
月
7
日
）

崩
壊
前
（
平
成
2
1
年
4
月
～
1
2
月
）

崩
壊
メ
カ
ニ
ズ
ム

被
災
メ
カ
ニ
ズ
ム

　
１
．
十
津
川
大
水
害
時
に
発
生
し
た
大
規
模
崩
壊
跡
地
が
存
在
。
【
柳
谷
川
】

　
２
．
斜
面
に
広
範
囲
に
及
ぶ
重
力
変
形
地
形
が
存
在
。
【
鍛
冶
屋
谷
川
】

　
３
．
崩
壊
斜
面
に
は
多
く
の
亀
裂
を
有
す
る
脆
い
岩
盤
（
四
万
十
帯
の
堆
積
岩
）
が
露
出
。

　
４
．
9
/
1
～
9
/
4
の
連
続
雨
量
9
8
9
m
m
（
大
塔
観
測
所
）
に
よ
り
岩
盤
に
雨
水
が
浸
透
。

　
５
．
脆
く
な
っ
た
岩
盤
に
大
量
の
雨
水
の
浸
透
や
周
辺
か
ら
の
地
下
水
流
入
に
よ
り
斜
面
が
不
安
定
化
し
崩
壊
。
崩
土
は
、

　
　
　
柳
谷
川
で
は
堰
堤
等
に
よ
り
捕
捉
さ
れ
渓
流
内
で
停
止
、
鍛
冶
屋
谷
川
で
は
土
石
流
化
し
熊
野
川
ま
で
流
下
。

人
的
被
害

建
物
被
害

7
戸

道
路
被
害

－
崩
壊
地
番
号

被
害

03
0
0

6
0
0

9
0
0

1
2
0
0

05

1
0

1
5

2
0

2
5

3
0

3
5

4
0

1
7
1
3
1
9
1

7
1
3
1
9
1

7
1
3
1
9
1

7
1
3
1
9
1

7
1
3
1
9

連続雨量(mm)

時間雨量(mm)

大
塔
観
測
所
（
五
條
市
役
所
大
塔
支
所
）

9
/
1
(木
)

9
/
2
(金
)

9
/
3
(土
)

9
/
4
(日
)

8
/
3
1
(水
)

雨 量 計 欠 測

9
/
2
（
金
）
1
1
：
5
0

土
砂
災
害
警
戒
情
報
発
表

9
/
4
（
日
）
0
：
4
5
頃

避
難
場
所
の
移
動

9
/
3
（
土
）

1
5
：
0
0
、
2
1
：
0
0
、
2
2
：
2
0
頃

避
難
の
呼
び
か
け

9
/
1
（
木
）
1
6
：
3
0
頃

避
難
準
備
の
呼
び
か
け

9
/
4
（
日
）
1
4：
0
0
頃

避
難
を
開
始

9
/
2
（
金
）
1
3
：
4
0
頃

避
難
の
呼
び
か
け

9
/
4
（
日
）
2
：
0
0
頃

地
鳴
り
(深
層
崩
壊
)

9
/
4
（
日
）
6
：
0
0
頃

土
砂
流
出
を
確
認

雨
量
観
測
所

解
析
雨
量

時
間
雨
量

連
続
雨
量

雨
量
計

解
析
雨
量
(ﾒ
ｯ
ｼ
ｭ
)

大
塔
観
測
所

（
五
條
市
役
所
大
塔
支
所
）

5
1
3
5
2
6
0
0

9
8
9
m
m

9
2
1
.4
m
m

(9
/
1
  
0
:0
0
～
9
/
4
  
2
:0
0
)

(8
/
3
1
  
1
2
:0
0
～
9
/
4
  
6
:0
0
)

3
6
m
m

2
8
m
m

(9
/
3
  
2
3
:0
0
～
9
/
3
  
2
4
:0
0
)

(9
/
3
  
2
3
:0
0
～
9
/
3
  
2
4
:0
0
)

連
続
雨
量

最
大
時
間
雨
量

観
測
所

雨 量 計 欠 測

１
．
明
治
の
大
規
模
崩
壊
跡
地

崩
壊
地

崩
壊
地

３
．
風
化
岩
盤

２
．
広
範
囲
に
及
ぶ
重
力
変
形
地
形

４
．
連
続
雨
量

撮
影
：国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局

撮
影
：
国
土
地
理
院
・奈
良
県

撮
影
：国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局

撮
影
：国
土
地
理
院
・奈
良
県

柳
谷
川

柳
谷
川

鍛
冶
屋
谷
川

鍛
冶
屋
谷
川

５
．
土
砂
停
止

５
．
土
石
流
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被
害

人
的
被
害

9
箇
所
名

赤
滝
Ｃ

所
在
地
奈
良
県
吉
野
郡
黒
滝
村
赤
滝

深
層
崩
壊
カ
ル
テ
 総
合
編

1
/
2

崩
壊
地
番
号

-
住
宅
被
害

1
2
戸

道
路
被
害

－

赤
滝
Ｃ

9
/3
(土
)
5
：5
0頃

崩
壊

県
道
赤
滝
五
條
線

黒
滝
川

（
写
真
②
）

土
石
流
に
よ
る
道
路
の
被
害
状
況

撮
影
日
時
：
20
11
/9
/3
8
:3
2

（
写
真
③
）

土
石
流
に
よ
る
集
落
の
被
害
状
況

撮
影
日
時
：
20
11
/9
/3
6
:4
7

赤
滝
Ａ

赤
滝
Ｃ

【土
石
流
流
下
区
間
勾
配
】
1
2
度

※
国
土
地
理
院
：
2.

5万
地
形
図
よ
り
算
出

【土
石
流
堆
積
区
間
勾
配
】
4
度

※
国
土
地
理
院
：
2.

5千
地
形
図
よ
り
算
出

【
土
石
流
区
間
平
均
勾
配
】
5
度

※
国
土
地
理
院
：2

.5
万
地
形
図
よ
り
算
出

9/
3(
土
)1
6
：0
0頃

崩
壊
未
確
認

9/
4(
日
)
8
：
3
0
頃
崩
壊
を
確
認

撮
影
日
：2
01
1/
9/
4

『
建
物
被
害
』

全
壊
：
1戸

半
壊
：
1戸

床
上
浸
水
：
7戸

床
下
浸
水
：
3戸

『
そ
の
他
の
災
害
』

橋
梁
流
失
：
4基

深
層
崩
壊
に
よ
り
発
生
し
た

土
石
流
の
氾
濫
が
原
因

避
難
場
所
：
寺
戸
集
会
場

約
5
km
下
流
側「
位
置
図
」

（写
真
④
）

土
石
流
に
よ
る
家
屋
の
被
害
状
況

写
真
撮
影
日
時
：2
01
1/
9/
3
6:
47

赤
滝
Ａ

9
/
3
1
6：
00
～
翌
8：
30
の
間
に
崩
壊

（
写
真
①
）

崩
壊
地
全
景

撮
影
日
：
20
11
/9
/
6

至 黒 滝 村 役 場

黒
滝
川

黒
滝
川

黒
滝
川

紀
伊
半
島
大
水
害
判
読

現
象

崩
壊

土
石
流

地
す
べ
り

大
規
模
崩
壊

＜
凡
例
＞

崩
壊
地

崩
積
土

崩
積
土

崩
壊
地

流
下
・
堆
積
区
間

堆
積
区
間

滑
落
崖

移
動
土
塊

湛
水
池

大
規
模
崩
壊
地

河 道 閉 塞

0
15

0
30

0 m

崩
壊
高
：

約
1
6
1
m崩
壊
幅
：
約
1
5
2m
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崩
壊
後
（
平
成
2
3
年
9
月
7
日
）

崩
壊
前
（
平
成
2
1
年
4
月
～
1
2
月
）

時
系
列

被
害
状
況

崩
壊
メ
カ
ニ
ズ
ム

　 　
１
．
斜
面
に
凸
型
地
形
が
存
在
。

　
２
．
崩
壊
斜
面
に
は
多
く
の
亀
裂
を
有
す
る
脆
い
岩
盤
（
秩
父
帯
の
堆
積
岩
）
が
露
出
。

　
３
．
8
/
3
1
～
9
/
4
の
連
続
雨
量
6
8
9
m
m
（
寺
戸
観
測
所
）
に
よ
り
岩
盤
に
大
量
の
雨
水
が
浸
透
。

　
４
．
脆
く
な
っ
た
岩
盤
に
大
量
の
雨
水
の
浸
透
や
周
辺
か
ら
の
地
下
水
の
流
入
に
よ
り
斜
面
が
不
安
定
化
し
崩
壊
。
崩
土
は

　
　
　
黒
滝
川
に
流
入
し
、
土
石
流
が
発
生
。

　

被
災
メ
カ
ニ
ズ
ム

河
川
の
氾
濫

『
建
物
被
害
』

・
全
壊
1
戸

・
半
壊
1
戸

・
床
上
浸
水
7
戸

・
床
下
浸
水
3
戸

『
そ
の
他
の
災
害
』

・
橋
梁
流
失
4
基

9月
3日

（
土
）

土
砂
移
動
状
況

 
5
:
5
0
頃
　
深
層
崩
壊
発
生
。

　
　
　
　
 
ピ
ー
ク
時
の
雨
量
よ
り
数
時
間
程
度
経
過

　
　
　
　
 
し
た
頃
に
、
黒
滝
川
本
谷
の
赤
滝
上
流
で

　
　
　
　
 
深
層
崩
壊
発
生
。
（
写
真
①
）

　
　
　
　
 
崩
壊
は
谷
頭
部
の
集
水
地
形
で
発
生
し
、

　
　
　
　
 
黒
滝
川
本
谷
に
崩
壊
土
砂
が
流
入
し
た
際

　
　
　
　
 
に
本
川
の
流
水
と
混
ざ
り
、
土
石
流
化
。

　
　
　
　
 
黒
滝
川
へ
流
下
し
た
土
石
流
は
、
立
木
等

　
　
　
　
 
を
巻
き
込
み
な
が
ら
標
高
6
7
0
m
付
近
ま
で

　
　
　
　
 
の
流
下
区
間
(
渓
床
勾
配
1
2
度
)
を
通
過
。

　
　
　
　
 
渓
床
勾
配
約
4
度
の
堆
積
区
間
を
3
k
m
近

　
　
　
　
 
く
流
下
し
、
標
高
4
9
0
ｍ
の
集
落
下
流
側

　
　
　
　
 
ま
で
到
達
。
土
砂
や
流
木
に
よ
る
被
害
発

　
　
　
　
 
生
。
（
写
真
②
③
④
）

避
難
行
動

 
5
:
5
5
頃
　
区
長
が
河
川
濁
り
、
増
水
を
確
認
し
て

　
　
　
　
 
区
内
放
送
で
警
戒
を
呼
び
か
け
。

　
被
災
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
タ
イ
プ
：
【
土
石
流
型
】

得
ら
れ
た
教
訓

●
深
層
崩
壊
の
崩
土
が
土
石
流
化
し
、
3
k
m
離
れ
て
い
る
下
流
の
集
落
で
被
害
が
及
ん
だ
た
め
、
発
生
源
下
流
域
は
注
意
が
必
要
で

あ
る
。

●
土
石
流
で
運
ば
れ
た
流
木
が
橋
梁
等
を
閉
塞
し
、
河
川
水
の
越
流
で
家
屋
浸
水
や
流
木
の
直
撃
被
害
が
発
生
し
た
た
め
、
流
下

断
面
の
狭
い
橋
梁
部
周
辺
な
ど
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

●
区
内
放
送
に
よ
る
呼
び
か
け
で
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
早
め
の
周
知
や
行
動
が
重
要
で
あ
る
。

・
奈
良
県
が
砂
防
事
業
に
よ
り
対
策
工
事
中
（
H
2
6
.
1
2
時
点
）
。
河
道
部
に
砂
防
堰
堤
2
基
を
施
工
中
だ
が
、
崩
壊
斜
面
は
未
対
策
。

・
H
2
5
台
風
1
8
号
に
よ
り
、
崩
壊
斜
面
や
渓
床
堆
積
土
砂
が
再
移
動
し
土
石
流
が
発
生
。

　
こ
れ
に
伴
い
1
号
砂
防
堰
堤
（
H
2
5
.
8
本
堤
完
成
）
が
満
砂
。
そ
の
後
、
除
石
等
は
実
施
済
。

・
H
2
6
台
風
1
1
号
に
よ
り
、
護
岸
と
工
事
用
道
路
等
が
被
災
し
た
が
、
軽
微
で
あ
り
、
対
策
工
は
H
2
7
年
度
内
完
了
予
定
(
H
2
6
.
1
2
時
点
)
。

・
U
A
V
に
よ
る
写
真
撮
影
結
果
よ
り
、
崩
壊
地
拡
大
や
渓
床
堆
積
土
砂
の
侵
食
な
ど
顕
著
な
土
砂
移
動
未
発
生
（
H
2
6
.
1
1
時
点
）
。

道
路
被
害

建
物
被
害

そ
の
他
の
被
害

橋
梁
流
失
4
基
（
公
共
土
木
施
設
で
な
い
）

－

全
壊
1
戸
　
半
壊
1
戸
　
床
上
浸
水
7
戸
　
床
下
浸
水
3
戸

崩
壊
後
の
状
況

人
的
被
害

－

被
害
内
容

住
宅
被
害

1
2
戸

道
路
被
害

－
被
害

人
的
被
害

-

※
↓
聞
取
り
情
報
に
よ
り
作
成
。

奈
良
県
吉
野
郡
黒
滝
村
赤
滝

崩
壊
地
番
号

9
箇
所
名

赤
滝
Ｃ

所
在
地

深
層
崩
壊
カ
ル
テ
 総
合
編

2
/
2

030
0

60
0

90
0

12
0
0

05

10152025303540

1
7
1
3
1
9
1

7
1
3
1
9
1

7
13

19
1

7
1
3
1
9
1

7
1
3
1
9

連続雨量(mm)

時間雨量(mm)

寺
戸
観
測
所
（
県
）

9
/
1
(木
)

9
/
2
(金
)

9
/
3
(土
)

9
/
4
(日
)

8
/
3
1
(水
)

9
/
3
（
土
）
5
：
5
5
頃

区
内
放
送
で
警
戒
呼
び
か
け

9
/
3
（
土
）
5
：
5
0
頃

赤
滝
C
深
層
崩
壊
発
生

9
/
2
（
金
）
1
7
：
5
5

土
砂
災
害
警
戒
情
報
発
表

9
/
3
（
土
）
1
6
：
0
0

～
9
/
4
（
日
）
8
:3
0
の
間

赤
滝
A
深
層
崩
壊
発
生

雨
量
観
測
所

解
析
雨
量

時
間
雨
量

連
続
雨
量

雨
量
計

解
析
雨
量
(ﾒ
ｯ
ｼ
ｭ
)

寺
戸
観
測
所

（
県
）

5
1
3
5
3
7
6
1

6
8
9
m
m

8
9
0
.2
m
m

(8
/
3
1
  
1
1
:0
0
～
9
/
4
  
9
:0
0
)

(8
/
3
1
  
5
:0
0
～
9
/
4
  
9
:0
0
)

2
6
m
m

2
4
m
m

(9
/
3
  
0
:0
0
～
9
/
3
  
1
:0
0
)

(9
/
2
  
2
2
:0
0
～
9
/
2
  
2
3
:0
0
)

最
大
時
間
雨
量

観
測
所

連
続
雨
量

１
．
凸
型
地
形

崩
壊
地

２
．
風
化
岩
盤

３
．
連
続
雨
量

撮
影
：国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局

撮
影
：
奈
良
県

４
．
土
石
流
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深
層
崩
壊
カ
ル
テ
 総
合
編

1
/
2

－
道
路
被
害

1
1
名

2
戸

被
害

人
的
被
害

建
物
被
害

奈
良
県
吉
野
郡
十
津
川
村
野
尻

崩
壊
地
番
号

3
4

箇
所
名

野
尻

所
在
地

被
災
人
家

（写
真
①
）

谷
出
口
と
被
害
を
受
け
た
対
岸
の
民
家
の
位
置
関
係

撮
影
日
時
：
20
11
/9
/6
1
1:
1
9

（写
真
③
）

被
災
後
の
状
況

撮
影
日
時
：2
0
11
/9
/8
1
4:
0
8

（写
真
②
）

被
災
後
、
国
道
に
散
乱
し
た
土
砂
の
状
況

撮
影
日
時
：
20
11
/9
/4
6
:2
3

国
道
1
68
号

十
津
川

土
砂
の
流
入
に
よ
り
、
対
岸
の
国
道
付
近
ま
で

水
流
が
押
し
出
さ
れ
た
と
推
測

【
土
石
流
区
間
平
均
勾
配
】

11
度

※
国
土
地
理
院
：2

.5
万
地
形
図
よ
り
算
出

土
石
流

被
災
前
の
村
営
住
宅

被
害
民
家

十
津
川

至
風
屋
ダ
ム

至 十 津 川 村 役 場

『
人
的
被
害
』

死
者
：2
名

負
傷
者
：3
名

行
方
不
明
：6
名

『
建
物
被
害
』

全
壊
：2
戸

土
石
流
の
直
撃
が
原
因

避
難
場
所
：情
報
な
し

野
尻

9
/
3
(土
)
1
8
：
3
0
頃
崩
壊

野
尻

「
位
置
図
」

紀
伊
半
島
大
水
害
判
読

現
象

崩
壊

土
石
流

地
す
べ
り

大
規
模
崩
壊

＜
凡
例
＞

崩
壊
地

崩
積
土

崩
積
土

崩
壊
地

流
下
・
堆
積
区
間

堆
積
区
間

滑
落
崖

移
動
土
塊

湛
水
池

大
規
模
崩
壊
地

河 道 閉 塞

0
10

0
20

0 m
（
写
真
④
）

崩
壊
後
の
状
況

撮
影
日
時
：
2
01
2/
5/
22
8
:3
2

崩
壊
高
：
約
2
79
m

崩
壊
幅
：
約
3
3
7m
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深
層
崩
壊
カ
ル
テ
 総
合
編

2
/
2

被
害
内
容

9月
3日

（
土
）

　
朝
　
　
 
十
津
川
の
河
川
水
量
は
村
営
住
宅
か
ら
1

　
　
　
　
 
～
2
m
低
い
程
度
。

1
8
:
3
0
頃
　
深
層
崩
壊
発
生
。

　
　
　
　
 
住
民
が
崩
壊
音
を
聞
く
（
ド
ド
ド
ー
）

　
　
　
　
 
勾
配
約
1
1
度
の
谷
内
で
渓
床
堆
積
物
や

　
　
　
　
 
立
木
を
巻
き
込
み
な
が
ら
土
石
流
化
。

　 　
　
　
　
 
土
石
流
に
よ
る
崩
壊
土
砂
は
、
谷
口
か
ら

　
　
　
　
 
十
津
川
右
岸
対
岸
の
国
道
1
6
5
号
お
よ
び

　
　
　
　
 
村
営
住
宅
ま
で
到
達
し
堆
積
。

　
　
　
　
 
（
写
真
①
②
③
④
）

　
　
　
　
 
対
岸
の
住
民
が
、
2
F
か
ら
民
家
の
流
出

　
　
　
　
 
を
目
撃
し
、
役
場
に
連
絡
。

　 　
　
　
　
 
土
石
流
と
そ
の
押
し
出
し
に
よ
る
段
波
に

　
　
　
　
 
よ
り
村
営
住
宅
が
流
出
・
全
壊
。

　

土
砂
の
直
撃

『
人
的
被
害
』

・
死
者
2
名

・
負
傷
者
3
名

・
行
方
不
明
6
名

『
建
物
被
害
』

・
全
壊
2
戸

避
難
行
動

土
砂
移
動
状
況

被
害
状
況

－
崩
壊
メ
カ
ニ
ズ
ム

被
災
メ
カ
ニ
ズ
ム

奈
良
県
吉
野
郡
十
津
川
村
野
尻

　
１
．
斜
面
に
重
力
変
形
地
形
が
存
在
。

　
２
．
崩
壊
斜
面
に
は
多
く
の
亀
裂
を
有
す
る
脆
い
岩
盤
（
四
万
十
帯
の
堆
積
岩
）
が
露
出
。

　
３
．
8
/
3
1
～
9
/
3
に
か
け
た
連
続
雨
量
9
9
7
m
m
（
風
屋
観
測
所
）
に
よ
り
雨
水
が
岩
盤
に
浸
透
。

　
４
．
脆
く
な
っ
た
岩
盤
に
大
量
の
雨
水
の
浸
透
や
周
辺
か
ら
の
地
下
水
流
入
に
よ
り
斜
面
が
不
安
定
化
し
崩
壊
。
崩
土
は
下
方

　
　
　
の
谷
を
土
石
流
と
な
り
流
下
。

崩
壊
後
（
平
成
2
3
年
9
月
7
日
）

被
害

人
的
被
害

建
物
被
害

2
戸

道
路
被
害

1
1
名

崩
壊
地
番
号

3
4

箇
所
名

野
尻

所
在
地

崩
壊
前
（
平
成
2
1
年
4
月
～
1
2
月
）

時
系
列

●
谷
の
出
口
部
や
対
岸
の
低
い
土
地
で
は
、
土
石
流
に
よ
る
土
砂
の
直
撃
や
段
波
到
達
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
注
意
が
必
要
で
あ

る
。

●
夜
半
の
激
し
い
豪
雨
時
に
は
、
危
険
を
感
じ
て
も
避
難
す
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
暗
く
な
る
前
に
早
め
に
避
難
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

道
路
被
害

建
物
被
害

－

全
壊
2
戸

死
者
2
名
　
負
傷
者
3
名
　
行
方
不
明
6
名

人
的
被
害

得
ら
れ
た
教
訓

そ
の
他
の
被
害

・
林
野
庁
が
直
轄
治
山
事
業
に
よ
り
渓
間
工
を
施
工
中
（
H
2
6
.
1
2
時
点
）
。

・
河
道
内
の
堆
積
土
砂
は
奈
良
県
が
全
量
を
撤
去
済
み
で
あ
る
（
H
2
6
.
1
0
時
点
）
。

－

※
↓
聞
取
り
情
報
に
よ
り
作
成
。

　
被
災
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
タ
イ
プ
【
土
石
流
型
】

崩
壊
後
の
状
況

03
0
0

6
0
0

9
0
0

1
2
0
0

1
5
0
0

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

1
7
13

1
9
1

7
1
3
1
9
1

7
13

1
9
1

7
1
3
1
9
1

7
1
3
1
9

連続雨量(mm)

時間雨量(mm)

風
屋
観
測
所
（
気
象
庁
）

9
/
1
(木
)

9
/
2
(金
)

9
/
3
(土
)

9
/
4
(日
)

8
/
3
1
(水
)

雨 量 計 欠 測

9
/
3
（
土
）
1
8
：
3
0
頃

深
層
崩
壊
発
生

9
/
2
（
金
）
1
2：
35

土
砂
災
害
警
戒
情
報
発
表

雨
量
計

解
析
雨
量
(ﾒ
ｯ
ｼ
ｭ
)

風
屋
観
測
所

（
気
象
庁
）

5
1
3
5
0
6
4
4

9
9
7
.5
m
m

9
2
1
.8
m
m

(8
/
3
1
  
4
:0
0
～
9
/
3
  
1
9
:0
0
)

(8
/
3
1
  
2
:0
0
～
9
/
3
  
1
9
:0
0
)

4
4
.5
m
m

3
6
m
m

(9
/
2
  
2
1
:0
0
～
9
/
2
  
2
2
:0
0
)

(9
/
4
  
1
:0
0
～
9
/
4
  
2
:0
0
)

連
続
雨
量

最
大
時
間
雨
量

観
測
所

雨
量
観
測
所

解
析
雨
量

時
間
雨
量

連
続
雨
量

雨 量 計 欠 測

１
．
重
力
変
形
地
形

崩
壊
地

２
．
風
化
岩
盤

３
．
連
続
雨
量

撮
影
：国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局

撮
影
：
国
土
地
理
院
・
奈
良
県

４
．
土
石
流
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深
層
崩
壊
カ
ル
テ
 総
合
編

1
/
2

崩
壊
地
番
号

人
的
被
害

建
物
被
害

所
在
地
奈
良
県
五
條
市
大
塔
町
赤
谷

被
害

5
箇
所
名

赤
谷

-
道
路
被
害

-
-

至
猿
谷
ダ
ム

人
家

キ
ャ
ン
プ
場

ロ
ッ
ジ

河
道
閉
塞

県
道
高
野
辻
堂
線

川
原
樋
川

赤
谷

＜
赤
谷
の
崩
壊
発
生
時
刻
＞

聞
取
り
調
査
⇒
不
明

地
震
計
に
よ
る
推
定
⇒
9
/
4
(日
)
1
6
：
2
2頃

「
位
置
図
」

（
写
真
②
）

河
道
閉
塞
状
況
写
真
撮
影
日
時
：2
01
1/
9/
7
1
5:
01

『
そ
の
他
の
災
害
』

赤
谷
キ
ャ
ン
プ
場
：全
壊

深
層
崩
壊
に
よ
り
発
生
し
た
土
石
流
の
氾
濫
が
原
因

（
写
真
①
）
崩
壊
地
全
景

写
真
撮
影
日
時
：2
01
1/
9/
7
1
5:
01

紀
伊
半
島
大
水
害
判
読

現
象

崩
壊

土
石
流

地
す
べ
り

大
規
模
崩
壊

＜
凡
例
＞

崩
壊
地

崩
積
土

崩
積
土

崩
壊
地

流
下
・
堆
積
区
間

堆
積
区
間

滑
落
崖

移
動
土
塊

湛
水
池

大
規
模
崩
壊
地

河 道 閉 塞

0
15

0
30

0 m

崩
壊
高
：
約
5
74
m

崩
壊
幅
：
約
3
5
7m

河
道
閉
塞
高
：

比
高
約
65
m
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深
層
崩
壊
カ
ル
テ
 総
合
編

2
/
2

五
條
市

＜
土
石
流
に
よ
る
被
害
想
定
区
域
＞

市
町
村

崩
壊
地
番
号

1
6
:
2
2
頃
　
深
層
崩
壊
発
生
。

　
　
　
　
 
崩
土
に
よ
る
河
道
閉
塞
。
（
写
真
①
②
）

土
砂
移
動
状
況

所
在
地
奈
良
県
五
條
市
大
塔
町
赤
谷

3世
帯
・
4人

3世
帯
・
4人

世
帯
・
人
数

避
難
・
解
除

【
設
定
】
平
成
2
3
年
9
月
1
6
日

【
範
囲
縮
小
】
平
成
2
3
年
9
月
2
6
日

【
解
除
】
平
成
2
4
年
2
月
8
日

【
設
定
】
平
成
2
3
年
9
月
1
6
日

【
範
囲
縮
小
】
平
成
2
3
年
9
月
2
6
日

【
範
囲
縮
小
】
平
成
2
3
年
1
1
月
3
日

【
解
除
】
平
成
2
4
年
2
月
8
日

長
殿

大
塔
町

宇
井

警
戒
区
域
設
置
・
解
除
時
期

大
塔
町

赤
谷

地
区

道
路
被
害

建
物
被
害

人
的
被
害

－－－

被
災
内
容

9月
5日

（
月
）

以
降
の

動
向

【
設
定
】
平
成
2
3
年
9
月
1
6
日

【
範
囲
縮
小
】
平
成
2
3
年
9
月
2
6
日

【
範
囲
縮
小
】
平
成
2
3
年
1
1
月
3
日

【
解
除
】
平
成
2
4
年
2
月
8
日

【
設
定
】
平
成
2
3
年
9
月
1
6
日

【
範
囲
縮
小
】
平
成
2
3
年
9
月
2
7
日

【
解
除
】
平
成
2
3
年
1
1
月
2
日

【
設
定
】
平
成
2
3
年
9
月
1
6
日

【
解
除
】
平
成
2
4
年
9
月
2
7
日

上
野
地

宇
宮
原

大
塔
町

清
水

【
設
定
】
平
成
2
3
年
9
月
1
6
日

【
解
除
】
平
成
2
4
年
2
月
8
日

十
津
川
村

＜
警
戒
区
域
の
設
定
＞
（
※
水
害
に
よ
る
災
害
対
策
基
本
法
第
6
3号
の
適
用
は
全
国
初
）

1
7世
帯
・
32
人

4世
帯
・
1
1人

1
3世
帯
・
21
人

1
5世
帯
・
33
人

2世
帯
・
4人

区
域
内
無
人
家

13
世
帯
2
9人

1
4世
帯
・
21
人

4世
帯
・
5人

3世
帯
・
3人

7世
帯
・
1
3人

3
9世
帯
・
71
人

3世
帯
・
7人

3
6世
帯
・
64
人

9世
帯
・
19
人

9世
帯
・
19
人

5
崩
壊
後
（
平
成
2
3
年
9
月
7
日
）

崩
壊
前
（
平
成
2
1
年
4
月
～
1
2
月
）

9月
4日

（
日
）

土
砂
の
直
撃

『
そ
の
他
の
被
害
』

・
キ
ャ
ン
プ
場
全
壊

箇
所
名

-

被
災
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
タ
イ
プ
：
【
河
道
閉
塞
型
】

崩
壊
メ
カ
ニ
ズ
ム

被
災
メ
カ
ニ
ズ
ム

　
１
．
斜
面
上
部
に
重
力
変
形
地
形
が
存
在
。

　
２
．
崩
壊
斜
面
に
は
多
く
の
亀
裂
を
有
す
る
脆
い
岩
盤
（
四
万
十
帯
の
堆
積
岩
）
が
露
出
。

　
３
．
9
/
1
か
ら
9
/
4
の
連
続
雨
量
9
8
9
m
m
（
大
塔
観
測
所
）
に
よ
り
大
量
の
雨
水
が
岩
盤
に
浸
透
。

　
４
．
脆
く
な
っ
た
岩
盤
に
大
量
の
雨
水
の
浸
透
や
周
辺
か
ら
の
地
下
水
流
入
に
よ
り
斜
面
が
不
安
定
化
し
崩
壊
。
崩
土
は
河
川

　
　
　
に
流
入
し
、
河
道
閉
塞
（
湛
水
）
を
形
成
。

避
難
行
動

被
害
状
況

赤
谷

●
大
規
模
な
河
道
閉
塞
は
、
下
流
広
域
へ
の
土
砂
災
害
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
警
戒
・
避
難
等
の
早
急
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

●
人
家
や
主
要
道
路
か
ら
離
れ
た
位
置
で
発
生
し
た
崩
壊
は
、
発
生
時
刻
や
存
在
自
体
が
不
明
で
あ
り
、
発
見
が
遅
れ
る
と
甚
大

な
被
害
を
発
生
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
広
域
的
な
災
害
発
生
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

・
河
道
閉
塞
は
国
土
交
通
省
が
直
轄
砂
防
事
業
で
対
策
工
事
中
(
H
2
6
.
1
2
時
点
)
。

・
閉
塞
部
脚
部
固
定
の
た
め
の
砂
防
堰
堤
工
（
本
体
）
が
完
成
（
H
2
6
.
1
2
時
点
）

・
H
2
6
年
8
月
9
日
～
1
0
日
に
か
け
て
の
台
風
1
1
号
に
よ
り
河
道
閉
塞
土
砂
の
再
侵
食
発
生
。
下
流
域
に
被
害
等
の
影
響
な
し
。

得
ら
れ
た
教
訓

崩
壊
後
の
状
況

そ
の
他
の
被
害

赤
谷
キ
ャ
ン
プ
場
全
壊

被
害

人
的
被
害

建
物
被
害

-
-

道
路
被
害

030
0

60
0

90
0

12
0
0

05

1
0

1
5

2
0

2
5

3
0

3
5

4
0

1
7
1
3
19

1
7
1
3
1
9
1

7
1
3
1
9
1

7
13

1
9
1

7
1
3
1
9

連続雨量(mm)

時間雨量(mm)

大
塔
観
測
所
（
五
條
市
役
所
大
塔
支
所
）

9
/
4
（
日
）
1
6
：
2
2
頃

深
層
崩
壊
発
生
（
地
震
計
推
定
）

9
/
2
（
金
）
1
1：
5
0

土
砂
災
害
警
戒
情
報
発
表

9
/
1
(木
)

9
/
2
(金
)

9
/
3
(土
)

9
/
4
(日
)

8
/
3
1
(水
)

雨
量
計

解
析
雨
量
(ﾒ
ｯ
ｼ
ｭ
)

大
塔
観
測
所

（
五
條
市
役
所
大
塔
支
所
）

5
1
3
5
1
5
5
7

9
8
9
m
m

1
0
3
1
.6
m
m

(9
/
1
  
0
:0
0
～
9
/
4
  
2
:0
0
)

(8
/
3
1
  
1
3
:0
0
～
9
/
4
  
2
4
:0
0
)

3
6
m
m

3
1
m
m

(9
/
3
  
2
3
:0
0
～
9
/
3
  
2
4
:0
0
)

(9
/
3
  
1
6
:0
0
～
9
/
3
  
1
7
:0
0
)

観
測
所

連
続
雨
量

最
大
時
間
雨
量

雨
量
観
測
所

解
析
雨
量

時
間
雨
量

連
続
雨
量

雨 量 計 欠 測

１
．
重
力
変
形
地
形

２
．
風
化
岩
盤

崩
壊
地

３
．
連
続
雨
量

撮
影
：国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局

撮
影
：
国
土
地
理
院
・
奈
良
県

４
．
河
道
閉
塞

赤
谷

（
参
考
資
料
）

近
畿
地
方
整
備
局

災
害
対
応
の
記
録

0
1

0
.5

k
m
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崩
壊
地
番
号

1
2

奈
良
県
吉
野
郡
天
川
村
坪
内

所
在
地

箇
所
名

冷
水

被
害

人
的
被
害

－
建
物
被
害

5
8
戸

道
路
被
害

県
道
寸
断

深
層
崩
壊
カ
ル
テ
 総
合
編

1
/
2

崩
土

坪
内
谷

9/
4(
日
)
9
：3
0～
1
4
：4
0頃

崩
壊

芦
瀬

9/
3(
土
)
2
2：
30
頃
崩
壊

冷
水

9
/4
(日
)
12
：0
0頃

崩
壊

坪
内
地
区

南
日
裏
地
区

至
九
尾
ダ
ム

県
道
高
野
天
川
線

天
ノ
川

坪
内
谷

『
建
物
被
害
』

南
日
裏
会
館
：
浸
水

天
川
中
学
校
：
浸
水

河
道
閉
塞
に
よ
る
湛
水
が
原
因

標
高
58
3
m
ま
で
水
位
上
昇

道
路
寸
断
で
5名
孤
立
：キ
ャ
ン
プ
場
・人
家
2軒

弁
天
橋

至
九
尾
ダ
ム

坪
内
谷

9/
4(
日
)
9
：3
0～
1
4：
40
頃
崩
壊

芦
瀬
9/
3(
土
)
2
2：
30
頃
崩
壊

冷
水

9
/4
(日
)
12
：0
0頃

崩
壊

避
難
場
所
：
天
川
小
学
校

弁
天
橋

天
川
中
学
校

南
日
裏
会
館

道
路
寸
断
で
5名
孤
立
：

キ
ャ
ン
プ
場
・人
家
2軒

天
川
村
役
場

崩
壊
地

河
道
閉
塞
範
囲
（
想
定
）

湛
水
範
囲

冷
水

芦
瀬

坪
内
谷

天
ノ
川

標
高
5
83
m

弁
天
橋

避
難
場
所
：
天
川
小
学
校

天
川
村
役
場
付
近

南
日
裏
会
館

天
川
中
学
校

冷
水
崩
壊
に
よ
る
湛
水
被
害

床
上
浸
水
：
5
8戸

天
川
中
学
校
・
南
日
裏
会
館

『
建
物
被
害
』

床
上
浸
水
：
58
戸

河
道
閉
塞
に
よ
る
湛
水
が
標

高
5
83
m
ま
で
水
位
上
昇
し
た

こ
と
が
原
因

『
道
路
被
害
』

県
道
寸
断
：
高
野
天
川
線
3
60
m

崩
壊
土
砂
の
直
撃
と
堆
積
が
原
因

至
天
川
村
役
場

（
写
真
②
）

湛
水
状
況

撮
影
日
時
：2
01
1/
9/
4
1
5：
46

（
写
真
①
）

河
道
閉
塞
に
よ
る
湛
水
状
況

撮
影
日
：2
01
1/
9/
4

「
位
置
図
」

（写
真
③
）

決
壊
状
況

撮
影
日
：
20
11
/9
/4

坪
内
地
区

天
川
中
学
校

弁
天
橋

紀
伊
半
島
大
水
害
判
読

現
象

崩
壊

土
石
流

地
す
べ
り

大
規
模
崩
壊

＜
凡
例
＞

崩
壊
地

崩
積
土

崩
積
土

崩
壊
地

流
下
・
堆
積
区
間

堆
積
区
間

滑
落
崖

移
動
土
塊

湛
水
池

大
規
模
崩
壊
地

河 道 閉 塞

0
10

0
20

0 m

崩
壊
高
：

約
26
9m

崩
壊
幅
：
約
2
9
4m

撮
影
日
：2
01
2/
5/
21
1
6：
4
4

国
土
地
理
院
の
数
値
地
図

25
00

0（
地
図
画
像
）
『南
日
浦
』を
掲
載
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土
砂
の
直
撃
。

『
道
路
被
害
』

・
県
道
寸
断
。

河
道
の
閉
塞
。

『
建
物
被
害
』

・
床
上
浸
水
5
8
戸

・
天
川
中
学
校
、
南

日
裏
会
館
浸
水
。

崩
壊
後
の
状
況

道
路
被
害

県
道
高
野
天
川
線
3
6
0
m
寸
断

－
そ
の
他
の
被
害

1
2
:
0
0
頃
　
深
層
崩
壊
発
生
。

　
　
　
　
 
崩
壊
土
砂
は
一
気
に
河
川
ま
で
流
出
し

　
　
　
　
 
堆
積
し
た
た
め
、
河
道
閉
塞
が
発
生
。

　
　
　
　
 
上
流
で
湛
水
が
発
生
す
る
。
（
写
真
①
）

1
6
:
3
0
頃
　
最
高
水
位
、
標
高
5
8
3
ｍ
。
（
写
真
②
）

　
　
　
 
　
坪
内
地
区
・
南
日
裏
地
区
冠
水
。

　
　
　
 
　
河
道
閉
塞
の
越
流
侵
食
開
始
に
よ
り
、

　
　
　
　
 
徐
々
に
湛
水
池
の
水
位
低
下
。

　
　
　
　
 
（
写
真
③
）

1
7
:
2
0
頃
　
南
日
裏
地
区
で
約
2
.
5
m
水
位
低
下
。

1
3
:
1
5
頃
　
天
川
村
が
避
難
指
示
。

　
　
　
 
　
坪
内
地
区
住
民
が
天
川
小
学
校
に
避
難
。

　
　
　
　
 
道
路
寸
断
に
よ
り
5
名
が
孤
立
。

1
7
:
3
8
頃
　
 
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
り
孤
立
し
た
5
名
を

　
　
　
　
　
救
助
。

被
害
内
容

建
物
被
害

人
的
被
害

崩
壊
前
（
平
成
2
1
年
4
月
～
1
2
月
）

崩
壊
後
（
平
成
2
3
年
9
月
7
日
）

所
在
地

土
砂
移
動
状
況

9月
4日

（
日
）

崩
壊
メ
カ
ニ
ズ
ム

被
災
メ
カ
ニ
ズ
ム

　
１
．
斜
面
に
重
力
変
形
地
形
が
存
在
。

　
２
．
崩
壊
斜
面
に
は
多
く
の
亀
裂
を
有
す
る
脆
い
岩
盤
（
四
万
十
帯
の
堆
積
岩
）
が
露
出
。

　
３
．
8
/
3
1
～
9
/
4
日
の
連
続
雨
量
1
1
7
5
m
m
（
天
川
観
測
所
）
に
よ
り
、
大
量
の
雨
水
が
地
す
べ
り
の
土
砂
や
岩
盤
に
浸
透
。

　
４
．
脆
く
な
っ
た
岩
盤
に
大
量
の
雨
水
の
浸
透
や
周
辺
か
ら
の
地
下
水
の
流
入
に
よ
り
斜
面
が
不
安
定
化
し
崩
壊
。
崩
土
は
河

川 　
　
　
に
流
入
し
、
河
道
閉
塞
（
湛
水
）
を
形
成
。

得
ら
れ
た
教
訓

●
湧
水
量
の
変
化
は
、
土
砂
災
害
の
前
兆
現
象
と
し
て
警
戒
す
る
必
要
が
あ
る
。

●
河
川
の
急
激
な
水
位
変
化
や
流
速
低
下
は
、
河
道
閉
塞
の
発
生
を
示
す
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
注
意
し
た
観
察
が
必
要
で
あ

る
。

●
湛
水
被
害
は
、
河
道
閉
塞
発
生
か
ら
水
位
上
昇
ま
で
、
多
少
の
時
間
的
猶
予
が
あ
る
た
め
、
湛
水
地
の
発
見
、
水
位
の
監
視
、

関
係
機
関
へ
の
連
絡
、
住
民
へ
の
周
知
・
避
難
開
始
な
ど
の
初
期
対
応
を
着
実
に
行
い
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

－

床
上
浸
水
5
8
戸
　
天
川
中
学
校
　
南
日
裏
会
館

・
河
道
内
の
土
砂
は
奈
良
県
が
撤
去
済
み
（
H
2
6
.
1
0
時
点
）
。

・
崩
壊
地
は
国
土
交
通
省
が
直
轄
砂
防
事
業
に
よ
り
対
策
工
事
中
（
H
2
6
.
1
2
時
点
）
。

・
天
ノ
川
の
流
下
断
面
確
保
の
た
め
、
崩
壊
地
対
岸
の
河
道
を
掘
削
。

・
崩
壊
地
は
法
面
工
を
施
工
中
（
H
2
6
.
1
2
時
点
）
。

・
崩
壊
脚
部
（
渓
岸
部
）
は
侵
食
防
止
の
た
め
、
仮
設
護
岸
工
が
施
工
済
。

・
H
2
4
台
風
4
号
で
熊
野
川
本
川
外
湾
部
が
河
床
侵
食
さ
れ
、
護
岸
工
が
被
災
し
た
が
、
斜
面
内
で
の
顕
著
な
土
砂
移
動
は
未
発

生
。

避
難
行
動

被
害
状
況

※
↓
聞
取
り
情
報
に
よ
り
作
成
。

被
災
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
タ
イ
プ
【
河
道
閉
塞
型
（
湛
水
）
】

深
層
崩
壊
カ
ル
テ
 総
合
編

2
/
2

被
害

人
的
被
害

－
建
物
被
害

5
8
戸

道
路
被
害

県
道
寸
断

1
2

崩
壊
地
番
号

箇
所
名

冷
水

奈
良
県
吉
野
郡
天
川
村
坪
内

03
0
0

6
0
0

9
0
0

1
2
00

1
5
00

01020304050

1
7
13

19
1

7
13

19
1

7
13

19
1

7
1
3
19

1
7
1
3
1
9

連続雨量(mm)

時間雨量(mm)

天
川
観
測
所
（
吉
野
土
木
天
川
駐
在
所
）

9
/
3
（
土
）
2
2
：
3
0
頃

芦
瀬
深
層
崩
壊
発
生

9
/
4
（
日
）
1
2
：
0
0
頃

冷
水
深
層
崩
壊
発
生

9
/
1
(木
)

9
/
2
(金
)

9
/
3
(土
)

9
/
4
(日
)

8
/
3
1
(水
)

9
/
4
（
日
）

9
：
3
0
～
1
4
:4
0
頃

坪
内
谷

深
層
崩
壊
発
生

9
/
2
（
金
）
1
1
：
5
0

土
砂
災
害
警
戒
情
報
発
表

雨
量
観
測
所

解
析
雨
量

時
間
雨
量

連
続
雨
量

雨
量
計

解
析
雨
量
(ﾒ
ｯ
ｼ
ｭ
)

天
川
観
測
所

（
吉
野
土
木
天
川
駐
在
所
）

5
1
3
5
2
6
6
6

1
1
7
5
m
m

9
5
5
.6
m
m

(8
/
3
1
  
7
:0
0
～
9
/
4
  
1
2
:0
0
)

(8
/
3
1
  
8
:0
0
～
9
/
4
  
1
2
:0
0
)

4
5
m
m

3
2
m
m

(9
/
3
  
0
:0
0
～
9
/
3
  
1
:0
0
)

(9
/
3
  
1
:0
0
～
9
/
3
  
2
:0
0
)

連
続
雨
量

最
大
時
間
雨
量

観
測
所

１
．
重
力
変
形
地
形

２
．
風
化
岩
盤

３
．
連
続
雨
量

撮
影
：国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局

撮
影
：
国
土
地
理
院
・
奈
良
県

4．
河
道
閉
塞
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深
層
崩
壊
カ
ル
テ
 総
合
編

1
/
2

奈
良
県
吉
野
郡
野
迫
川
村
北
股

被
害

人
的
被
害

道
路
被
害

－
1
2
戸

箇
所
名

北
股
A
（
岩
谷
）
所
在
地

崩
壊
地
番
号

1
4

建
物
被
害

－

（写
真
③
）

上
流
部
の
河
道
閉
塞
箇
所

撮
影
日
時
：
20
11
/9
/1
4
1
5:
38

県
道
川
津
高
野
線

北
股
川

『
建
物
被
害
』

床
上
浸
水
：2
戸

床
下
浸
水
：2
戸

河
道
閉
塞
に
よ
る

河
川
の
氾
濫
が
原
因

北
股
A
（
岩
谷
）

北
股
A
（
岩
谷
）

9
/
4(
日
)
1
0：
10
頃
崩
壊

避
難
場
所
：山
村
振
興
セ
ン
タ
ー

（
野
迫
川
村
役
場
付
近
）

『
建
物
被
害
』

全
壊
：3
戸

半
壊
：5
戸

土
砂
の
直
撃
が
原
因

至
野
迫
川
村
役
場

（
写
真
①
）

一
部
土
石
流
化
し
て
流
下
し
た
崩
積
土
の
状
況

撮
影
日
時
：2
01
1/
9
/1
4
14
:0
6

「
位
置
図
」

紀
伊
半
島
大
水
害
判
読

現
象

崩
壊

土
石
流

地
す
べ
り

大
規
模
崩
壊

＜
凡
例
＞

崩
壊
地

崩
積
土

崩
積
土

崩
壊
地

流
下
・
堆
積
区
間

堆
積
区
間

滑
落
崖

移
動
土
塊

湛
水
池

大
規
模
崩
壊
地

河 道 閉 塞

（
写
真
②
）

河
道
閉
塞
に
よ
る
北
股
川
の
氾
濫
状
況

撮
影
日
時
：
20
1
1/
9/
4
13
：1
0

（写
真
④
）

北
股
川
の
氾
濫
に
よ
る
集
落
内
の
浸
水
状
況

撮
影
日
時
：
20
11
/9
/4
1
1:
3
6

0
10

0
20

0
50

m

崩
壊
高
：
約
1
7
4
m

崩
壊
幅
：
約
2
0
1m

撮
影
日
時
：2
01
1/
1
0/
5

河
道
閉
塞
高
：

比
高
約
3
6m
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深
層
崩
壊
カ
ル
テ
 総
合
編

2
/
2

道
路
被
害

建
物
被
害

－

全
壊
3
戸
　
半
壊
5
戸
　
床
上
浸
水
2
戸
　
床
下
浸
水
2
戸

－
人
的
被
害

－
崩
壊
メ
カ
ニ
ズ
ム

得
ら
れ
た
教
訓

●
早
め
の
自
主
避
難
に
よ
り
、
人
的
被
害
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
事
前
の
避
難
行
動
が
重
要
で
あ
る
。
。

●
降
雨
が
小
雨
に
な
っ
て
も
深
層
崩
壊
が
発
生
し
て
い
る
た
め
、
し
ば
ら
く
の
間
は
斜
面
の
変
化
な
ど
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

●
谷
出
口
付
近
の
家
屋
は
、
崩
壊
土
砂
に
よ
る
被
害
が
大
き
い
た
め
、
早
め
の
避
難
や
警
戒
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
他
の
被
害

・
国
土
交
通
省
が
直
轄
砂
防
事
業
に
よ
り
対
策
工
事
中
（
H
2
6
.
1
2
時
点
）
。

・
2
基
の
砂
防
堰
堤
を
設
置
予
定
。
谷
出
口
の
砂
防
堰
堤
工
が
完
成
（
H
2
6
.
1
2
時
点
）
。

・
H
2
4
台
風
4
号
で
、
崩
壊
地
内
の
不
安
定
土
砂
の
二
次
移
動
が
発
生
（
ガ
リ
ー
侵
食
、
河
床
侵
食
、
下
流
河
道
の
土
砂
堆
積
）
。

・
H
2
4
以
降
は
、
顕
著
な
土
砂
移
動
が
発
生
し
て
い
な
い
。

－

崩
壊
後
の
状
況

9月
3日

（
土
）

被
災
メ
カ
ニ
ズ
ム

土
砂
移
動
状
況

避
難
行
動

被
害
状
況

※
↓
聞
取
り
情
報
に
よ
り
作
成
。

被
災
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
タ
イ
プ
【
河
道
閉
塞
型
（
湛
水
）
】

1
4
:
0
0
　
自
主
避
難
呼
び
か
け
。
5
世
帯
1
0
名

9月
2日

（
金
）

　
 
朝
 
　
 
降
雨
は
小
雨
程
度
。

1
0
:
1
0
頃
　
深
層
崩
壊
発
生
。
（
写
真
①
）

　
　
　
 
　
土
砂
が
岩
谷
内
に
残
留
し
、
河
道
閉
塞

　
　
　
　
 
が
発
生
。
（
写
真
③
）

　
　
　
　
 
一
部
の
土
砂
は
土
石
流
化
し
、
北
股

　
　
　
　
 
川
流
下
に
て
河
道
を
閉
塞
。
（
写
真
②
）

　 1
0
:
5
0
頃
　
水
位
上
昇
に
よ
り
河
川
が
氾
濫
し
右
岸

　
　
　
　
 
側
の
集
落
の
川
沿
い
の
人
家
や
小
学
校

　
　
　
　
 
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
浸
水
。
（
写
真
④
）

1
0
:
1
5
頃
　
土
石
流
を
目
撃
し
た
住
民
が
、
役
場
へ

　
　
　
　
 
一
報
。
消
防
団
員
が
出
動
し
、
住
民
1
名

　
　
　
　
 
を
救
助
。

土
砂
の
直
撃
。

『
建
物
被
害
』

・
全
壊
3
戸

・
半
壊
5
戸

河
川
の
氾
濫
。

『
建
物
被
害
』

・
床
上
浸
水
2戸

・
床
下
浸
水
2戸

9月
4日

（
日
）

3
7
世
帯
・
8
7

人
3
7
世
帯
・
8
7

人

被
害

人
的
被
害

建
物
被
害

1
2
戸

道
路
被
害

－
崩
壊
前
（
平
成
2
1
年
4
月
～
1
2
月
）

1
4

箇
所
名

北
股
A
（
岩
谷
）
所
在
地

崩
壊
地
番
号

　
１
．
斜
面
上
方
の
尾
根
部
に
重
力
変
形
地
形
が
存
在
。

　
２
．
崩
壊
斜
面
に
は
多
く
の
亀
裂
を
有
す
る
脆
い
岩
盤
（
四
万
十
帯
の
堆
積
岩
）
が
露
出
。

　
３
．
8
/
3
1
～
9
/
4
の
連
続
雨
量
1
0
3
1
m
m
（
北
股
観
測
所
）
に
よ
り
大
量
の
雨
水
が
岩
盤
に
浸
透
。

　
４
．
脆
く
な
っ
た
岩
盤
に
大
量
の
雨
水
の
浸
透
や
周
辺
か
ら
の
地
下
水
流
入
に
よ
り
斜
面
が
不
安
定
化
し
崩
壊
。
崩
土
は
岩
谷

　
　
　
内
で
止
ま
り
河
道
閉
塞
を
形
成
、
一
部
の
土
砂
は
北
股
川
へ
流
出
。

奈
良
県
吉
野
郡
野
迫
川
村
北
股

【
設
定
】
平
成
2
3
年
9
月
1
6
日

【
解
除
】
平
成
2
4
年
1
2
月
2
3
日

北
股

野
迫
川
村

9月
5日

（
月
）

以
降
の

動
向

＜
警
戒
区
域
の
設
定
＞
（
※
水
害
に
よ
る
災
害
対
策
基
本
法
第
6
3号
の
適
用
は
全
国
初
）

＜
土
石
流
に
よ
る
被
害
想
定
区
域
＞

世
帯
・
人
数

避
難
・
解
除

警
戒
区
域
設
置
・
解
除
時
期

地
区

市
町
村

崩
壊
後
（
平
成
2
3
年
9
月
7
日
）

03
0
0

6
0
0

9
0
0

1
2
0
0

05

1
0

1
5

2
0

2
5

3
0

3
5

4
0

1
7
1
3
1
9
1

7
1
3
1
9
1

7
1
3
1
9
1

7
1
3
19

1
7
1
3
1
9

連続雨量(mm)

時間雨量(mm)

北
股
観
測
所
（
県
）

9
/
1
(木
)

9
/
2
(金
)

9
/
3
(土
)

9
/
4
(日
)

8
/
3
1
(水
)

9
/
4
（
日
）
1
0
：
1
0
頃

深
層
崩
壊
発
生

9
/
2
（
金
）
1
4
：
00
頃

自
主
避
難
呼
び
か
け

避
難
：
5
世
帯
1
0
名

9
/
2
（
金
）
1
2
：
3
5

土
砂
災
害
警
戒
情
報
発
表

雨
量
計

解
析
雨
量
(ﾒ
ｯ
ｼ
ｭ
)

北
股
観
測
所

（
県
）

5
1
3
5
1
5
7
1

1
0
3
1
m
m

8
8
0
.6
m
m

(8
/
3
1
  
1
7
:0
0
～
9
/
4
  
1
1
:0
0
)

(8
/
3
1
  
1
5
:0
0
～
9
/
4
  
1
1
:0
0
)

3
5
m
m

3
6
m
m

(9
/
3
  
2
3
:0
0
～
9
/
3
  
2
4
:0
0
)

(9
/
3
  
5
:0
0
～
9
/
3
  
6
:0
0
)

連
続
雨
量

最
大
時
間
雨
量

観
測
所

雨
量
観
測
所

解
析
雨
量

時
間
雨
量

連
続
雨
量

１
．
重
力
変
形
地
形

２
．
風
化
岩
盤

３
．
連
続
雨
量

撮
影
：
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局

撮
影
：
国
土
地
理
院
・
奈
良
県

4．
河
道
閉
塞

（
参
考
資
料
）

近
畿
地
方
整
備
局

災
害
対
応
の
記
録

0
1

0
.5

k
m

北
股
A
（
岩
谷
）
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深
層
崩
壊
カ
ル
テ
 総
合
編

1
/
2

-
道
路
被
害

-
-

1
9

箇
所
名

長
殿
谷

崩
壊
地
番
号

人
的
被
害

建
物
被
害

所
在
地

奈
良
県
十
津
川
村
長
殿

被
害

至
猿
谷
ダ
ム

広
域
な
遠
景
（写
真
①
）

周
辺
に
は
大
規
模
な
崩
壊
地
が
多
い
。

写
真
撮
影
日
時
：2
01
1/
9/
9
15
:2
8

長
殿
谷

テ
ラ
谷

濁
谷
川

大
崩
れ

長
殿
谷

＜
長
殿
谷
の
崩
壊
発
生
時
刻
＞

聞
取
り
調
査
⇒
不
明

地
震
計
に
よ
る
推
定
⇒
9
/
4
(日
)
1
0
：
4
5
頃

河
道
閉
塞

長
殿
谷

被
害
な
し

長
殿
谷
全
景
（
写
真
②
）

写
真
撮
影
日
時
：
20
1
1/
9/
7
14
:5
8

十
津
川

「
位
置
図
」

紀
伊
半
島
大
水
害
判
読

現
象

崩
壊

土
石
流

地
す
べ
り

大
規
模
崩
壊

＜
凡
例
＞

崩
壊
地

崩
積
土

崩
積
土

崩
壊
地

流
下
・
堆
積
区
間

堆
積
区
間

滑
落
崖

移
動
土
塊

湛
水
池

大
規
模
崩
壊
地

河 道 閉 塞

至 風 屋 ダ ム

国
道
16
8号

崩
壊
高
：

約
40
6m

崩
壊
幅
：
約
2
82
m

河
道
閉
塞
高
：

比
高
約
85
m
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深
層
崩
壊
カ
ル
テ
 総
合
編

2
/
2

●
大
規
模
な
河
道
閉
塞
は
、
湛
水
や
氾
濫
に
よ
る
広
域
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
警
戒
・
避
難
等
の
早
急
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

●
人
家
や
主
要
道
路
か
ら
離
れ
た
位
置
で
発
生
し
た
崩
壊
は
、
発
生
時
刻
や
存
在
自
体
が
不
明
で
あ
り
、
発
見
が
遅
れ
る
と
甚
大
な
被
害
を
発

生
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
早
期
に
広
域
的
な
確
認
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

・
河
道
閉
塞
は
国
土
交
通
省
が
直
轄
砂
防
事
業
で
対
策
工
事
中
(
H
2
6
.
1
2
時
点
)
。

・
閉
塞
部
脚
部
固
定
の
た
め
の
砂
防
堰
堤
工
（
本
体
）
が
完
成
(
H
2
6
.
1
2
時
点
)
。

得
ら
れ
た
教
訓

な
し

1
0
:
4
5
頃
　
深
層
崩
壊
発
生
。

　
　
　
　
 
崩
土
に
よ
る
河
道
閉
塞
。
（
写
真
①
②
）

警
戒
区
域
設
置
・
解
除
時
期

地
区

市
町
村

＜
土
石
流
に
よ
る
被
害
想
定
区
域
＞

長
殿

－

被
災
内
容

被
災
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
タ
イ
プ
：
【
河
道
閉
塞
型
】

崩
壊
メ
カ
ニ
ズ
ム

被
災
メ
カ
ニ
ズ
ム

　
１
．
斜
面
に
重
力
変
形
地
形
が
存
在
。

　
２
．
崩
壊
斜
面
に
は
多
く
の
亀
裂
を
有
す
る
脆
い
岩
盤
（
四
万
十
帯
の
堆
積
岩
）
が
露
出
。

　
３
．
9
/
1
か
ら
9
/
4
の
連
続
雨
量
1
0
5
8
m
m
（
上
野
地
観
測
所
）
に
よ
り
大
量
の
雨
水
が
岩
盤
に
浸
透
。

　
４
．
脆
く
な
っ
た
岩
盤
に
大
量
の
雨
水
の
浸
透
や
周
辺
か
ら
の
地
下
水
流
入
に
よ
り
斜
面
が
不
安
定
化
し
崩
壊
。
崩
土
は
渓
流

　
　
　
に
流
入
し
、
河
道
閉
塞
（
湛
水
）
を
形
成
。

-
崩
壊
後
（
平
成
2
3
年
9
月
7
日
）

建
物
被
害

-
崩
壊
前
（
平
成
2
1
年
4
月
～
1
2
月
）

9月
4日

（
日
）

箇
所
名

被
害

人
的
被
害

崩
壊
地
番
号

1
9

長
殿
谷

所
在
地

奈
良
県
十
津
川
村
長
殿

土
砂
移
動
状
況

-
道
路
被
害

被
害
状
況

崩
壊
後
の
状
況

そ
の
他
の
被
害

道
路
被
害

建
物
被
害

人
的
被
害

十
津
川
村

－－－避
難
行
動

9月
5日

（
月
）

以
降
の

動
向

被
害
想
定
区
域
内
に
人
家
無
し

（
国
道
1
6
8
号
通
行
規
制
実
施
）

＜
警
戒
区
域
の
設
定
＞

（
※
水
害
に
よ
る
災
害
対
策
基
本
法
第
63
号
の
適
用
は
全
国
初
）

03
0
0

6
0
0

9
0
0

1
2
0
0

05

1
0

1
5

2
0

2
5

3
0

3
5

4
0

1
7
1
3
1
9
1

7
1
3
1
9
1

7
1
3
1
9
1

7
1
3
1
9
1

7
1
3
1
9

連続雨量(mm)

時間雨量(mm)

上
野
地
観
測
所
（
県
）

9
/
1
(木
)

9
/
2
(金
)

9
/
3
(土
)

9
/
4
(日
)

8
/
3
1
(水
)

雨 量 計 欠 測

9
/
2
（
金
）
1
2
：
3
5

土
砂
災
害
警
戒
情
報
発
表

9
/
4
（
日
）
1
0
：
4
5
頃

深
層
崩
壊
発
生
（
地
震
計
推
定
）

雨
量
計

解
析
雨
量
(ﾒ
ｯｼ
ｭ)

上
野
地
観
測
所

（
県
）

5
1
3
5
1
6
5
0

1
0
5
8
m
m

1
0
3
0
.6
m
m

(9
/
1
  
1
:0
0
～
9
/
4
  
1
7
:0
0
)

(8
/
3
1
  
1
2
:0
0
～
9
/
4
  
2
4
:0
0
)

3
4
m
m

3
1
m
m

(9
/
4
  
1
:0
0
～
9
/
4
  
2
:0
0
)

(9
/
3
  
2
3
:0
0
～
9
/
3
  
2
4
:0
0
)

観
測
所

連
続
雨
量

最
大
時
間
雨
量

雨
量
観
測
所

解
析
雨
量

時
間
雨
量

連
続
雨
量

雨 量 計 欠 測

１
．
重
力
変
形
地
形

２
．
風
化
岩
盤

崩
壊
地

３
．
連
続
雨
量

撮
影
：国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局

撮
影
：国
土
地
理
院
・奈
良
県

４
．
河
道
閉
塞

長
殿
谷

（
参
考
資
料
）

近
畿
地
方
整
備
局

災
害
対
応
の
記
録

0
50

0
25

0
ｍ

83



被
害

深
層
崩
壊
カ
ル
テ
 総
合
編

1
/
2

崩
壊
地
番
号

人
的
被
害

建
物
被
害

所
在
地

奈
良
県
十
津
川
村
内
原

-
2
6

箇
所
名

栗
平

道
路
被
害

-
-

河
道
閉
塞

「
位
置
図
」

栗
平
川

栗
平

＜
栗
平
の
崩
壊
発
生
時
刻
＞

聞
取
り
調
査
⇒
不
明

地
震
計
に
よ
る
推
定
⇒
9
/
4
(日
)
8
：
0
6
～
8
：1
1
頃

（
写
真
②
）

崩
壊
地
全
景
写
真
撮
影
日
時
：
20
11
/9
/
7
15
:0
9

（写
真
①
）

崩
壊
地
全
景
写
真
撮
影
日
時
：
20
11
/9
/
7
1
5
:0
9

被
害
な
し

紀
伊
半
島
大
水
害
判
読

現
象

崩
壊

土
石
流

地
す
べ
り

大
規
模
崩
壊

＜
凡
例
＞

崩
壊
地

崩
積
土

崩
積
土

崩
壊
地

流
下
・
堆
積
区
間

堆
積
区
間

滑
落
崖

移
動
土
塊

湛
水
池

大
規
模
崩
壊
地

河 道 閉 塞

崩
壊
高
：

約
24
2m

崩
壊
幅
：
約
5
9
9m

河
道
閉
塞
高
：

比
高
約
88
m

84



崩
壊
後
の
状
況

－－－－

そ
の
他
の
被
害

道
路
被
害

建
物
被
害

人
的
被
害

2
6

箇
所
名

-
栗
平

深
層
崩
壊
カ
ル
テ
 総
合
編

崩
壊
後
（
平
成
2
3
年
9
月
7
日
）

崩
壊
前
（
昭
和
5
1
年
）

9月
4日

（
日
）

な
し

8
:
0
6
～
8
：
1
1
頃
　
深
層
崩
壊
発
生
。

　
　
　
　
 
　
　
　
崩
土
に
よ
る
河
道
閉
塞
。

　
　
　
　
　
　
　
 
（
写
真
①
②
）

土
砂
移
動
状
況

地
区

市
町
村

被
害
想
定
区
域
内
に

人
家
無
し
(
未
設
定
)

被
災
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
タ
イ
プ
：
【
河
道
閉
塞
型
】

●
大
規
模
な
河
道
閉
塞
は
、
下
流
広
域
へ
の
土
砂
災
害
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
警
戒
・
避
難
等
の
早
急
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

・
河
道
閉
塞
は
国
土
交
通
省
が
直
轄
砂
防
事
業
で
対
策
工
事
中
(
H
2
6
.
1
2
時
点
)
。

・
H
2
6
年
8
月
9
日
～
1
0
日
に
か
け
て
の
台
風
1
1
号
に
よ
り
河
道
閉
塞
土
砂
の
再
侵
食
発
生
。
下
流
域
に
被
害
等
の
影
響
な
し
。

得
ら
れ
た
教
訓

崩
壊
メ
カ
ニ
ズ
ム

被
災
メ
カ
ニ
ズ
ム

　
１
．
斜
面
に
重
力
変
形
地
形
が
存
在
。

　
２
．
崩
壊
斜
面
に
は
多
く
の
亀
裂
を
有
す
る
脆
い
岩
盤
（
四
万
十
帯
の
堆
積
岩
）
が
露
出
。

　
３
．
8
/
3
1
か
ら
9
/
4
の
連
続
雨
量
1
3
5
8
m
m
（
風
屋
観
測
所
）
に
よ
り
大
量
の
雨
水
が
岩
盤
に
浸
透
。

　
４
．
脆
く
な
っ
た
岩
盤
に
大
量
の
雨
水
の
浸
透
や
周
辺
か
ら
の
地
下
水
流
入
に
よ
り
斜
面
が
不
安
定
化
し
崩
壊
。
崩
壊
土
は

　
　
　
渓
流
に
流
入
し
、
河
道
閉
塞
（
湛
水
）
を
形
成
。

避
難
行
動

被
害
状
況

被
災
内
容

9月
5日

（
月
）

以
降
の

動
向

＜
警
戒
区
域
の
設
定
＞

（
※
水
害
に
よ
る
災
害
対
策
基
本
法
第
63
号
の
適
用
は
全
国

初
）

栗
平

十
津
川
村

＜
土
石
流
に
よ
る
被
害
想
定
区
域
＞

警
戒
区
域
設
置
・
解

除
時
期

-
-

道
路
被
害

被
害

人
的
被
害

建
物
被
害

崩
壊
地
番
号

所
在
地

奈
良
県
十
津
川
村
内
原

2
/
2

03
0
0

6
0
0

9
0
0

1
2
0
0

1
5
0
0

0

1020304050

1
7
1
3
19

1
7
13

1
9
1

7
1
3
19

1
7
13

1
9
1

7
1
3
1
9

連続雨量(mm)

時間雨量(mm)

風
屋
観
測
所
（
気
象
庁
）

9
/
4
（
日
）
8
：
0
6
～
8
：
1
1
頃

深
層
崩
壊
発
生
（
地
震
計
推
定
）

9
/
2
（
金
）
1
2
：
3
5

土
砂
災
害
警
戒
情
報
発
表

9
/
1
(木
)

9
/
2
(金
)

9
/
3
(土
)

9
/
4
(日
)

8
/
3
1
(水
)

雨 量 計 欠 測

雨
量
観
測
所

解
析
雨
量

時
間
雨
量

連
続
雨
量

１
．
重
力
変
形
地
形

２
．
風
化
岩
盤

崩
壊
地

３
．
連
続
雨
量

撮
影
：国
土
地
理
院

撮
影
：
国
土
地
理
院
・
奈
良
県

４
．
河
道
閉
塞

雨
量
計

解
析
雨
量
(ﾒ
ｯ
ｼ
ｭ
)

風
屋
観
測
所

（
気
象
庁
）

5
1
3
5
0
6
9
6

1
3
5
8
.5
m
m

1
1
7
3
.2
m
m

(8
/
3
1
  
4
:0
0
～
9
/
4
  
1
7
:0
0
)

(8
/
3
0
  
2
3
:0
0
～
9
/
4
  
2
4
:0
0
)

4
4
.5
m
m

3
6
m
m

(9
/
2
  
2
1
:0
0
～
9
/
2
  
2
2
:0
0
)

(9
/
4
  
1
:0
0
～
9
/
4
  
2
:0
0
)

観
測
所

連
続
雨
量

最
大
時
間
雨
量

栗
平 （
参
考
資
料
）

近
畿
地
方
整
備
局

災
害
対
応
の
記
録

0
1

0.
5

km
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深
層
崩
壊
カ
ル
テ
 総
合
編

1
/
2

国
道
4
2
5
号
寸
断

M
2
6

箇
所
名

大
畑
瀞

崩
壊
地
番
号

道
路
被
害

－
－

建
物
被
害

所
在
地

奈
良
県
吉
野
郡
十
津
川
村
重
里

被
害

人
的
被
害

国
道
4
25
号

西
川

湛
水
池

大
畑
瀞

大
畑
瀞

9
/
3
(土
)
1
9
：
3
0
頃
侵
食
崩
壊

『
道
路
被
害
』

国
道
42
5号
寸
断

土
石
流
に
よ
る
侵
食
と

土
砂
堆
積
が
原
因

2
0
1
4
年
8
月
9
～
1
0
日
頃
再
侵
食
発
生

＜
概
要
＞

平
成

26
年
（2
01
4）
の
8月

9～
10
日
に
か
け
、
台

風
第

11
号
に
よ
る
豪
雨
が
発
生
。
湛
水
池
は
満
水

し
越
流
。
再
度
河
床
が
侵
食
さ
れ
土
石
流
が
発
生
。

下
流
の
堰
堤
（紀
伊
半
島
大
水
害
後
に
新
設
）
が

満
砂
、
越
流
し
再
度
国
道
42
5号
が
被
災
し
た
。

大
畑
池
越
流
部
の
侵
食
状
況

大
畑
瀞
の
侵
食
状
況

新
設
堰
堤
の
満
砂
状
況

国
道

42
5号
の
被
災
状
況

避
難
場
所
：
国
道
よ
り
高
台

（写
真
④
）

明
治
に
河
道
閉
塞
さ
せ
た
土
砂
の
侵
食
状
況

撮
影
日
：
20
11
/9
/3

（
写
真
②
）

国
道
に
流
出
し
た
土
砂
の
状
況

撮
影
日
時
：2
01
1
/9
/6
1
5:
1
7

（
写
真
③
）

国
道
に
流
出
し
た
土
砂
の
状
況

「
位
置
図
」

十
津
川
大
水
害
時
の
崩
壊
地

紀
伊
半
島
大
水
害
判
読

現
象

崩
壊

土
石
流

地
す
べ
り

大
規
模
崩
壊

＜
凡
例
＞

崩
壊
地

崩
積
土

崩
積
土

崩
壊
地

流
下
・
堆
積
区
間

堆
積
区
間

滑
落
崖

移
動
土
塊

湛
水
池

大
規
模
崩
壊
地

河 道 閉 塞

0
10

0
20

0 m

十
津
川
大
水
害
時
の
崩
壊
地

崩
壊
高
：

約
28
6
m

崩
壊
幅
：

約
3
8
7
m

（写
真
①
）
大
畑
瀞
～
大
畑
池
の
状
況
撮
影
日
時
：
20
11
/
9/
7
15
:3
3

崩
壊
幅
：
約
1
2
0m

崩
壊
高
：
約
1
5
4
m
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深
層
崩
壊
カ
ル
テ
 総
合
編

2
/
2

人
的
被
害

建
物
被
害

－
道
路
被
害

－
崩
壊
後
（
平
成
2
3
年
9
月
～
1
2
月
）

崩
壊
前
（
平
成
1
3
年
6
月
）

国
道
4
2
5
号
寸
断

崩
壊
メ
カ
ニ
ズ
ム

崩
壊
地
番
号

M
2
6

箇
所
名

大
畑
瀞

所
在
地

奈
良
県
吉
野
郡
十
津
川
村
重
里

被
害

被
害
内
容

得
ら
れ
た
教
訓

●
紀
伊
半
島
大
水
害
時
の
よ
う
な
豪
雨
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
1
0
0
年
以
上
に
わ
た
っ
て
安
定
し
て
い
た
河
道
閉
塞
箇
所
で
あ
っ

て
も
、
湛
水
池
の
越
水
や
河
道
閉
塞
土
塊
の
侵
食
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。

●
数
年
後
の
降
雨
(
H
2
6
台
風
第
1
1
号
)
で
再
崩
壊
し
た
た
め
、
安
定
状
態
が
一
旦
崩
れ
る
と
、
崩
壊
や
土
砂
流
出
が
生
じ
や
す
く
な

る
可
能
性
が
あ
る
。

そ
の
他
の
被
害

・
奈
良
県
が
砂
防
事
業
に
よ
り
、
谷
出
口
に
砂
防
堰
堤
を
施
工
中
。
本
堤
は
完
成
し
（
H
2
6
.
1
2
時
点
）
、
前
庭
保
護
工
、
渓
流
保

全
工
を
施
工
中
（
H
2
7
.
8
完
成
予
定
、
H
2
6
.
1
2
時
点
）
。

・
H
2
6
台
風
1
1
号
に
よ
り
河
道
閉
塞
土
塊
が
部
分
決
壊
し
土
砂
流
出
が
発
生
。
堰
堤
が
満
砂
状
態
と
な
る
。

流
出
土
砂
は
堰
堤
を
越
え
、
国
道
4
2
5
号
が
被
災
。
道
路
の
復
旧
は
完
了
し
、
堆
積
土
砂
を
撤
去
中
（
H
2
6
.
1
1
時
点
）
。

－

道
路
被
害

建
物
被
害

国
道
4
2
5
号
寸
断

－

人
的
被
害

－

崩
壊
後
の
状
況

　
１
．
十
津
川
大
水
害
時
の
深
層
崩
壊
の
崩
土
で
河
道
閉
塞
し
た
湛
水
池
が
1
0
0
年
以
上
残
存
。

　
２
．
閉
塞
部
は
崩
土
で
、
崩
壊
跡
地
に
は
多
く
の
亀
裂
を
有
す
る
脆
い
岩
盤
（
四
万
十
帯
の
堆
積
岩
）
が
露
出
。

　
３
．
8
/
3
1
～
9
/
3
の
連
続
雨
量
1
0
6
8
m
m
（
平
谷
観
測
所
）
に
よ
り
、
崩
土
に
雨
水
の
浸
透
や
湛
水
池
の
越
流
水
が
供
給
。

　
４
．
崩
土
に
大
量
の
雨
水
の
浸
透
や
周
辺
か
ら
の
地
下
水
流
入
、
越
流
水
の
供
給
に
よ
り
河
道
閉
塞
部
の
崩
土
を
不
安
定
化

　
　
　
さ
せ
侵
食
崩
壊
。
侵
食
崩
壊
に
よ
る
土
砂
は
河
道
閉
塞
部
の
崩
土
を
侵
食
し
な
ら
が
土
砂
量
を
増
し
て
土
石
流
化
す
る
。

被
災
メ
カ
ニ
ズ
ム

土
砂
移
動
状
況

避
難
行
動

被
害
状
況

※
↓
聞
取
り
情
報
に
よ
り
作
成
。

被
災
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
タ
イ
プ
【
河
道
閉
塞
型
（
湛
水
)
 
】

災
害
前
　
明
治
　
　
 
十
津
川
大
水
害
の
大
規
模
崩
壊
に
て

　
　
　
　
　
 
河
道
閉
塞
。
湛
水
池
が
残
存
。

　
　
　
　
　
 
（
写
真
①
）

終
日
　
 
 
土
砂
の
流
出
が
継
続
。
石
同
士
の
衝
突

　
　
 
 
音
、
流
木
が
折
れ
る
音
が
聞
こ
る
。

土
砂
の
流
出
。

『
道
路
被
害
』

・
国
道
4
2
5
号
寸
断
。

1
7
:
0
0
頃
　
　
役
場
職
員
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
て

 
 
 
 
 
 
　
　
 
越
流
し
て
な
い
こ
と
を
確
認
。

1
8
:
0
0
頃
　
　
国
道
4
2
5
号
に
流
水
や
土
砂
流
出
な
し
。

1
8
:
0
0
過
ぎ
　
越
流
発
生
を
確
認
。
林
道
上
で
水
深

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
.
5
m
程
度
。
水
は
濁
る
。

　
　
　
　
　
 
満
水
位
で
も
旧
閉
塞
土
砂
は
決
壊
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
至
ら
ず
、
越
流
。

1
9
:
3
0
頃
　
　
国
道
4
2
5
号
に
土
砂
流
出
開
始
。

　
　
　
 
　
　
膝
下
程
度
の
水
深
。

1
9
:
1
0
頃
　
　
国
道
沿
い
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
ま
で
土
砂

　
　
　
　
　
 
堆
積
。
土
砂
は
土
石
流
化
し
、
河
道
部

　
　
　
　
 
　
を
侵
食
し
な
が
ら
流
下
、
堆
積
。

　
　
　
　
 
　
（
写
真
②
③
④
）

9月
4日

（
日
）

9月
3日

（
土
）

03
0
0

6
0
0

9
0
0

1
2
0
0

1
5
0
0

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

1
7
1
3
19

1
7
1
3
1
9
1

7
1
3
1
9
1

7
1
3
1
9
1

7
1
3
1
9

連続雨量(mm)

時間雨量(mm)

平
谷
観
測
所
（
県
）

9
/
1
(木
)

9
/
2
(金
)

9
/
3
(土
)

9
/
4
(日
)

8
/
3
1
(水
)

雨 量 計 欠 測

9
/
3
（
土
）
1
8
：
0
0
過
ぎ

越
流
発
生
を
確
認

9
/
3
（
土
）
1
9
：
3
0
頃

国
道
4
2
5
号
に

土
砂
流
出
開
始

9
/
2
（
金
）
1
2
：
3
5

土
砂
災
害
警
戒
情
報
発
表

雨
量
計

解
析
雨
量
(ﾒ
ｯ
ｼ
ｭ
)

平
谷
観
測
所

（
県
）

5
0
3
5
7
5
5
9

1
0
6
8
m
m

8
6
2
.4
m
m

(8
/
3
1
  
7
:0
0
～
9
/
3
  
2
0
:0
0
)

(8
/
3
1
  
7
:0
0
～
9
/
3
  
2
0
:0
0
)

6
3
m
m

4
6
m
m

(9
/
2
  
2
1
:0
0
～
9
/
2
  
2
2
:0
0
)

(9
/
3
  
2
3
:0
0
～
9
/
3
  
2
4
:0
0
)

最
大
時
間
雨
量

観
測
所

連
続
雨
量

雨
量
観
測
所

解
析
雨
量

時
間
雨
量

連
続
雨
量

雨 量 計 欠 測

２
．
風
化
岩
盤

十
津
川
大
水
害
時
の
崩
壊
地

３
．
連
続
雨
量

４
．
侵
食
崩
壊
⇒
土
砂
量
増
加
に
よ
る
土
石
流
化

撮
影
：奈
良
県

４
．
河
床
侵
食
前

１
．
深
層
崩
壊
の
崩
土
に
よ
る
河
道
閉
塞
と
湛
水
池

撮
影
：奈
良
県
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付属DVDは、奈良県立図書情報館に収蔵されている本報告で
閲覧することができます。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

紀伊半島大水害 大規模土砂災害アーカイブ 

 

記録・保存データリスト 
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デ
ー
タ
の
分
類
 

 
 

デ
ー
タ
の
内
容
 

デ
ー
タ
の
保
存
 

大
分
類
 

中
分
類
 

小
分
類
 

デ
ー
タ
概
要
 

 
 

資
料
名
 

所
管
 

デ
ー
タ
を
 

格
納
し
て
い
る
 

デ
ィ
ス
ク
名
 

デ
ー
タ

形
式
 

 
 

1.
 気
象
関
連
 

資
料
 

紀
伊
半
島
大

水
害
に
お
け

る
降
雨
 

概
況
 

紀
伊
半
島
大
水
害
の
降
雨
概
況
（
気
象
庁
作
成
）
 

N
o
.1
-
0
1 
災
害
時
自
然
現
象
報
告
書
 
2
01
1 
年
第
3
 
号
 
災
害
時
気
象
速
報
 
平
成
2
3
年
台
風
第
1
2
号
に
よ
る
 

8
月
30
日
か
ら
9
月
5
日
に
か
け
て
の
大
雨
と
暴
風
 

気
象
庁
 

D
IS
K
1
 

P
 

N
o
.1
-
0
2 
平
成
2
3
 
年
台
風
第
1
2
号
に
よ
る
大
雨
と
強
風
に
つ
い
て
 

気
象
庁
 

奈
良
地
方
気
象
台
 

D
IS
K
1
 

P
 

観
測
デ
ー
タ
 

紀
伊
半
島
大
水
害
時
の
雨
量
デ
ー
タ
 
（
奈
良
県
が
気
象
庁
、
国
土
交
通
省
、
県
、

水
機
構
の
観
測
所
位
置
や
時
間
デ
ー
タ
を
表
形
式
で
整
理
）
 

N
o
.1
-
0
3 
雨
量
観
測
所
一
覧
、
雨
量
デ
ー
タ
一
覧
 

深
層
崩
壊
対
策
室
 

D
IS
K
1
 

P
 

紀
伊
半
島
大
水
害
時
の
解
析
雨
量
（
奈
良
県
が
解
析
雨
量
（
気
象
庁
）
を
時
系
列

の
メ
ッ
シ
ュ
図
と
し
て
作
図
）
 

N
o
.1
-
0
4 
解
析
雨
量
（
時
系
列
の
メ
ッ
シ
ュ
図
） 

深
層
崩
壊
対
策
室
 

D
IS
K
1
 

P
 

紀
伊
半
島
大
水
害
時
の
土
壌
雨
量
指
数
（
奈
良
県
が
解
析
雨
量
（
気
象
庁
）
か
ら

算
出
し
、
時
系
列
の
メ
ッ
シ
ュ
図
を
作
図
）
 

N
o
.1
-
0
5 
土
壌
雨
量
指
数
（
時
系
列
の
メ
ッ
シ
ュ
図
） 

深
層
崩
壊
対
策
室
 

D
IS
K
1
 

P
 

紀
伊
半
島
大
水
害
時
の
等
雨
量
線
図
 

（
奈
良
県
が
雨
量
デ
ー
タ
を
も
と
に
作
図
）
 

N
o
.1
-
0
6 
等
雨
量
線
図
 

深
層
崩
壊
対
策
室
 

D
IS
K
1
 

P
 

2.
 崩
壊
関
連
 

調
査
資
料
 

紀
伊
半
島
大

水
害
に
お
け

る
崩
壊
 

写
真
判
読
 

紀
伊
半
島
大
水
害
に
お
け
る
崩
壊
地
等
の
判
読
結
果
 

N
o
.2
-
0
1 
紀
伊
半
島
大
水
害
に
お
け
る
崩
壊
地
等
判
読
図
 

深
層
崩
壊
対
策
室
 

D
IS
K
1
 

P
、
G
 

紀
伊
半
島
大
水
害
に
お
け
る
深
層
崩
壊
地
の
判
読
結
果
 

N
o
.2
-
0
2 
紀
伊
半
島
大
水
害
に
お
け
る
深
層
崩
壊
地
判
読
図
 

深
層
崩
壊
対
策
室
 

D
IS
K
1
 

P
、
G
 

紀
伊
半
島
大
水
害
に
お
い
て
深
層
崩
壊
以
外
で
河
道
閉
塞
が
発
生
し
た
崩
壊
地
の

判
読
結
果
 

N
o
.2
-
0
3 
紀
伊
半
島
大
水
害
に
お
い
て
深
層
崩
壊
以
外
で
河
道
閉
塞
が
発
生
し
た
崩
壊
地
判
読
図
 

深
層
崩
壊
対
策
室
 

D
IS
K
1
 

P
、
G
 

過
去
に
発
生

し
た
深
層
崩

壊
 

写
真
判
読
 

奈
良
県
に
お
い
て
過
去
に
発
生
し
た
深
層
崩
壊
地
の
判
読
結
果
 

N
o
.2
-
0
4 
十
津
川
大
水
害
で
河
道
閉
塞
に
よ
る
湛
水
池
を
形
成
し
た
深
層
崩
壊
地
判
読
図
 

深
層
崩
壊
対
策
室
 

D
IS
K
1
 

P
、
G
 

N
o
.2
-
0
5 
奈
良
県
深
層
崩
壊
跡
地
分
布
図
 

深
層
崩
壊
対
策
室
 

D
IS
K
1
 

P
、
G
 

N
o
.2
-
0
6 
奈
良
県
深
層
崩
壊
跡
地
密
度
分
布
図
 

深
層
崩
壊
対
策
室
 

D
IS
K
1
 

P
、
G
 

紀
伊
半
島
大

水
害
の
被
害

状
況
 

聞
き
取
り
 

調
査
 

紀
伊
半
島
大
水
害
に
お
け
る
主
要
な
被
災
箇
所
（
深
層
崩
壊
除
く
）
で
の
被
害
・

避
難
の
実
態
の
調
査
結
果
 

N
o
.2
-
0
7 
紀
伊
半
島
大
水
害
に
お
け
る
被
害
・避
難
実
態
聞
き
取
り
調
査
結
果
 

深
層
崩
壊
対
策
室
 

D
IS
K
1
 

P
 

3.
 深
層
崩
壊
 

と
り
ま
と
め
 

資
料
 

紀
伊
半
島
大

水
害
、
十
津
川

大
水
害
に
お

け
る
深
層
崩

壊
 

現
地
調
査
 

写
真
判
読
等
 
深
層
崩
壊
カ
ル
テ
 

（
奈
良
県
が
実
施
し
た
調
査
の
と
り
ま
と
め
結
果
：
崩
壊
諸
元
、
 

航
空
写
真
、
現
地
写
真
等
）
 

N
o
.3
-
0
1 
深
層
崩
壊
カ
ル
テ
に
つ
い
て
 

深
層
崩
壊
対
策
室
 

D
IS
K
1
 

P
 

N
o
.3
-
0
2 
深
層
崩
壊
カ
ル
テ
 
調
査
編
 

深
層
崩
壊
対
策
室
 

D
IS
K
1
 

P
 

N
o
.3
-
0
3 
深
層
崩
壊
カ
ル
テ
 
被
害
・
避
難
編
 

深
層
崩
壊
対
策
室
 

D
IS
K
1
 

P
 

N
o
.3
-
0
4 
深
層
崩
壊
カ
ル
テ
 
総
合
編
 

深
層
崩
壊
対
策
室
 

D
IS
K
1
 

P
 

4.
 災
害
記
録
 

写
真
 

紀
伊
半
島
大
水
害
に
お
け
る
被
災
状
況
写
真
 

N
o
.4
-
0
1 
紀
伊
半
島
大
水
害
に
お
け
る
被
災
状
況
写
真
 

深
層
崩
壊
対
策
室
 

D
IS
K
2
 

G
 

新
聞
記
事
 

紀
伊
半
島
大
水
害
に
関
連
す
る
新
聞
記
事
 

N
o
.4
-
0
2 
紀
伊
半
島
大
水
害
に
関
連
す
る
新
聞
記
事
の
リ
ス
ト
・
記
事
 

奈
良
新
聞
 

D
IS
K
2
 

P
 

災
害
誌
等
 

紀
伊
半
島
大
水
害
に
関
連
し
て
行
政
機
関
が
作
成
し
た
災
害
誌
等
（
奈
良
県
が
公

表
も
と
へ
の
リ
ン
ク
集
と
し
て
整
理
）
 

N
o
.4
-
0
3 
紀
伊
半
島
大
水
害
に
関
連
し
て
行
政
機
関
が
作
成
し
た
災
害
誌
等
へ
の
リ
ン
ク
集
 

深
層
崩
壊
対
策
室
 

D
IS
K
2
 

P
 

 紀
伊
半
島
大
水
害
 大
規
模
土
砂
災
害
ア
ー
カ
イ
ブ
 
記
録
・
保
存
デ
ー
タ
リ
ス
ト
 

デ
ー
タ
形
式
の
記
号
の
説
明
 
 
 
P
：P
D
F
 
 
G
：
G
IS
デ
ー
タ
 

■
 基
礎
資
料
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資
料
名
 

所
 
管
 

概
 
要
 

デ
ー
タ
の
保
存
 

デ
ー
タ
を
 

格
納
し
て
い
る
 

デ
ィ
ス
ク
名
 

デ
ー
タ

形
式
 

N
o
. 
1
 
深
層
崩
壊
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
に
関
す
る
現
状
報
告
 

深
層
崩
壊
対
策
室
 

奈
良
県
が
設
置
し
た
深
層
崩
壊
研
究
会
が
取
り
組
ん
だ
「
深
層
崩
壊
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
と
対
策
研
究
」
に
関
し
て
、
平
成
2
5
年
5
月
末
ま
で
の
調
査
結
果
を
と
り
ま
と
め
た

資
料
。
 

D
IS
K
2
 

P
 

N
o
. 
2
 
奈
良
県
深
層
崩
壊
マ
ッ
プ
 

深
層
崩
壊
対
策
室
 

 
独
立
行
政
法
人
土
木
研
究
所
が
公
表
し
た
「
深
層
崩
壊
の
発
生
の
恐
れ
の
あ
る
渓
流
抽
出
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案
）
（
平
成
20
年
1
1
月
）
」
を
も
と
に
、
奈
良
県
が
紀
伊
半
島
大
水

害
の
実
績
を
反
映
し
た
上
で
、
深
層
崩
壊
が
発
生
し
や
す
い
地
域
を
示
す
こ
と
を
目
的
に
作
成
し
た
マ
ッ
プ
。
 

D
IS
K
2
 

P
 

N
o
. 
3
 
奈
良
県
深
層
崩
壊
マ
ッ
プ
の
解
説
 

深
層
崩
壊
対
策
室
 

 
『
奈
良
県
深
層
崩
壊
マ
ッ
プ
』
の
使
い
方
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
、
よ
り
効
果
的
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
奈
良
県
が
作
成
し
た
資
料
。
 

D
IS
K
2
 

P
 

N
o
. 
4
 
土
砂
災
害
地
域
防
災
マ
ッ
プ
づ
く
り
 
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
 

深
層
崩
壊
対
策
室
 

奈
良
県
が
地
域
防
災
力
の
向
上
を
支
援
す
る
た
め
に
作
成
し
た
資
料
で
、
自
主
防
災
組
織
や
住
民
の
方
が
「
土
砂
災
害
地
域
防
災
マ
ッ
プ
」
を
作
成
す
る
際
の
手
順
と
ポ
イ

ン
ト
を
解
説
し
て
い
る
。
 

D
IS
K
2
 

P
 

N
o
. 
5
 
土
砂
災
害
地
域
防
災
マ
ッ
プ
づ
く
り
 
事
例
集
 

深
層
崩
壊
対
策
室
 

奈
良
県
が
地
域
防
災
力
の
向
上
を
支
援
す
る
た
め
に
作
成
し
た
資
料
で
、
奈
良
県
南
部
地
域
の
4
地
区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
実
施
し
た
「
土
砂
災
害
地
域
防
災
マ
ッ
プ
づ

く
り
」
の
調
査
や
検
討
の
経
緯
を
事
例
と
し
て
整
理
し
て
い
る
。
 

D
IS
K
2
 

P
 

N
o
. 
6
 
防
災
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
 

深
層
崩
壊
対
策
室
 

 
紀
伊
半
島
大
水
害
の
経
験
を
風
化
さ
せ
ず
、
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
た
め
の
伝
承
活
動
に
用
い
る
こ
と
を
目
的
に
、
奈
良
県
が
作
成
し
た
資
料
で
、
県
民
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
簡
単
に
防
災
関
連
情
報
を
学
べ
る
防
災
教
育
W
E
B
コ
ン
テ
ン
ツ
・
動
画
等
、
行
政
職
員
に
よ
る
出
前
講
座
や
展
示
会
な
ど
で
の
広
報
用
素
材
（模
型
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
資
料
、
パ
ネ
ル
）
が
あ
る
。
 

D
IS
K
2
 

P
 

N
o
. 
7
 
出
水
期
の
取
り
組
み
事
例
集
 

深
層
崩
壊
対
策
室
 

 
紀
伊
半
島
大
水
害
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
奈
良
県
南
部
地
域
に
お
い
て
、
平
成
2
4
年
、
2
5
年
の
出
水
期
へ
の
対
応
と
し
て
、
国
・
県
・市
村
が
紀
伊
半
島
大
水
害
の

教
訓
を
活
か
し
て
実
施
し
た
取
り
組
み
を
、
奈
良
県
が
設
置
し
た
大
規
模
土
砂
災
害
監
視
・
警
戒
・
避
難
シ
ス
テ
ム
検
討
会
が
取
り
ま
と
め
た
資
料
。
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